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は
じ
め
に

　

曹
洞
宗
が
全
国
規
模
に
教
線
を
伸
張
し
、
現
在
ま
で
続
く
一
大
教
団

と
し
て
成
立
し
得
た
の
は
、
周
知
の
如
く
南
北
朝
・
室
町
期
か
ら
戦
国

期
に
か
け
て
活
動
し
た
禅
僧
達
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
こ

で
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
峨
山
韶
碩
（
一
二
七
六
～
一
三
六
六
、
以
下
韶

碩
）
門
下
五
哲
の
う
ち
、
普
蔵
院
開
基
太
源
宗
真
（
一
三
七
〇
寂
）
を

祖
と
す
る
太
源
派
と
、
妙
高
庵
開
基
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
～
一
三
九
一
、

以
下
寂
霊
）
を
祖
と
す
る
通
幻
派
で
あ
る
。

　

こ
の
二
派
の
門
流
に
属
す
る
寺
院
に
は
、
抄
物
文
献
が
多
く
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
南
北
朝
・
室
町
期
以
降
の
曹
洞
宗
教
団
の

教
学
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
抄
物
に
対
す
る
研
究
の
進
展
に

よ
っ
て
、
暗
黒
時
代
と
さ
れ
て
き
た
当
時
の
曹
洞
禅
僧
の
教
学
や
学
人

接
化
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る）

（
（

。

　

本
論
で
は
、
二
大
門
派
の
一
翼
を
担
っ
た
寂
霊
と
そ
の
門
弟
達
に
関

す
る
語
録
・
抄
物
を
用
い
て
、
初
期
通
幻
派
の
思
想
・
宗
風
が
如
何
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
し
、
そ
こ
に
見
え
る
『
宏
智
録
』
を
中
心

と
し
た
中
国
曹
洞
禅
の
受
容
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

通
幻
派
の
語
録
・
抄
物

　

寂
霊
は
周
知
の
如
く
、
韶
碩
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
ぎ
、
能
登
總
持

寺
に
三
住
（
一
説
に
は
四
住
）
し
て
峨
山
門
派
の
礎
を
築
い
た
。
更
に

加
賀
聖
興
寺
、
丹
波
永
沢
寺
、
越
前
龍
泉
寺
な
ど
を
開
創
し
、「
十

哲
」
と
も
称
さ
れ
る
多
く
の
門
弟
を
育
成
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
通
幻

派
の
教
線
拡
大
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
相
模
最
乗
寺
を
開
創
し
た
了

庵
慧
明
（
一
三
三
七
～
一
四
一
一
、
以
下
慧
明
）
を
祖
と
す
る
了
庵
派
で

あ
る
。
了
庵
派
で
は
上
堂
・
小
参
に
か
わ
っ
て
代
語
に
よ
る
朝
参
と
い

う
提
唱
方
法
が
学
人
接
化
の
中
心
と
な
り）

（
（

、
そ
の
提
唱
記
録
も
伝
統
的

な
語
録
か
ら
代
語
集
へ
と
変
化
し
た）

（
（

。

　

朝
参
と
代
語
集
の
起
源
は
、
先
行
研
究
で
既
に
寂
霊
や
慧
明
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（
（

。
寂
霊
の
代
語
集
は
現
存
し
て
い
な

　
　
　

中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　

　
　
通
幻
派
の
語
録
・
抄
物
を
中
心
と
し
て
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谷　
　

孝　
　

道　
　



中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
受
容
（
龍
谷
）

二
八
二

い
が
、
慧
明
に
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
上
総
真
如
寺
の
尭
拶
に

よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
『
大
雄
山
最
乗
禅
寺
御
開
山
御
代
』（
最
乗
寺
所
蔵
、

以
下
『
了
庵
代
』）
と
い
う
代
語
集
が
現
存
し
て
お
り
、
慧
明
が
代
語
に

よ
る
提
唱
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
代
語
の
影
響
は
慧
明
の
法
嗣
で
あ
る
無
極
慧
徹
（
一
三
五
〇
～

一
四
三
〇
、
以
下
慧
徹
）
に
も
見
ら
れ
る
。
慧
徹
の
提
唱
録
と
し
て
は
、

従
来
『
補
陀
開
山
無
極
禅
師
語
録
』（
以
下
『
無
極
録
』）
の
み
が
知
ら

れ
て
い
た
が
、
他
に
も
「
無
極
大
和
尚
節
之
御
参
」（
以
下
「
無
極

代
」）・「
小
参
無
極
大
和
尚
下
語
」（
以
下
「
無
極
下
語
」）
と
い
う
二
種

の
代
語
集
が
存
在
す
る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
た）

（
（

。

　

こ
の
二
書
は
、
共
に
上
野
雙
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
無
極
和
尚
小
参

下
語
』）

（
（

と
い
う
典
籍
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。「
無
極
代
」
は
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）
に
上
野
龍
海
院
に
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
無
極

下
語
」
は
下
野
大
中
寺
に
て
上
野
陽
雲
寺
一
二
世
了
難
宗
悟
に
よ
っ
て

寛
永
年
間
頃
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

慧
徹
の
門
流
は
関
東
を
中
心
に
広
が
り
を
見
せ
た
が
、
慧
徹
以
後
、

ほ
と
ん
ど
が
代
語
に
よ
る
説
示
を
行
い
、
こ
れ
を
学
人
接
化
の
中
心
に

据
え
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
抄
物
は
石
川
力
山
氏
に
よ
っ
て
、「
語
録
抄
」、「
代

語
」、「
代
語
抄
・
再
吟
」、「
門
参
」、「
切
紙
」
と
い
う
五
種
に
分
類
さ

れ
て
い
る）

（
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
語
録
抄
は
語
録
に
準
ず
る
中
世
曹
洞
禅

僧
の
提
唱
録
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り）

（
（

、
上
述
の
如
く
代
語
集
も

語
録
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
提
唱
録
で
あ
る
。
語
録
抄
や
代
語
集
は
、

門
参
や
切
紙
の
よ
う
な
秘
伝
性
を
有
す
る
室
内
参
禅
の
記
録
と
は
違
い
、

公
の
場
に
お
け
る
複
数
の
学
人
を
対
象
と
し
た
提
唱
の
記
録
で
あ
る
。

従
っ
て
、
一
般
的
な
語
録
と
連
続
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

　

但
し
、
従
来
の
中
世
曹
洞
宗
史
研
究
に
お
い
て
は
、
語
録
や
僧
伝
資

料
に
比
し
て
、
未
だ
抄
物
は
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
抄
物
に
存
す
る
書
誌
的
問
題
や
、
思
想
内
容
に
関

す
る
問
題
な
ど
、
種
々
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
曹
洞
宗
の
展
開
期
に
お
け
る
宗
風
・
思
想
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
越
え
て
抄
物
か
ら
得
ら
れ
る
知
見

を
活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

語
録
と
抄
物
の
書
誌
的
問
題
―
慧
徹
の
提
唱
録
を
例
と
し
て
―

　

現
存
す
る
抄
物
の
多
く
は
戦
国
期
以
降
に
書
写
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

室
町
期
初
頭
に
活
躍
し
た
禅
僧
達
に
関
す
る
記
録
の
場
合
、
実
際
の
活

動
時
期
と
か
な
り
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、
信
憑
性
が
大
き
な
問
題
と
な

る
。
上
述
の
代
語
集
で
言
え
ば
、『
了
庵
代
』
や
「
無
極
代
」
な
ど
は
、

撰
者
で
あ
る
慧
明
・
慧
徹
の
活
動
時
期
か
ら
二
〇
〇
年
ほ
ど
も
下
っ
て

書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
両
書
が
正
確
に
彼
ら
の
提
唱
を
伝
え

る
も
の
か
書
誌
的
な
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
抄
物
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、『
曹
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洞
宗
全
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
一
般
に
信
憑
性
が
担
保
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
中
世
曹
洞
禅
僧
の
語
録
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る）

（
（

。
ま
た
、

抄
物
の
存
在
に
よ
っ
て
既
存
の
語
録
の
文
献
的
価
値
が
見
直
さ
れ
る
可

能
性
も
有
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
慧
徹
の
語
録
と
代
語
集
の
関

係
を
例
と
し
て
一
考
を
加
え
た
い
。

　

慧
徹
の
提
唱
録
で
あ
る
『
無
極
録
』
と
「
無
極
代
」
の
内
容
を
比
較

す
る
と
、
そ
の
形
態
は
異
な
る
が
、
実
質
的
な
内
容
は
か
な
り
類
似
す

る
。
以
下
に
そ
の
説
示
を
提
示
し
た
い
。
次
の
引
用
文
は
「
無
極
代
」

第
四
四
番
目
の
説
示
で
あ
る
。

薬
山
僧
問
、
如
何
是
和
尚
家
風
。
山
云
、
今
夜
年
窮
ウ
歳
尽
、
明
朝
新
歳

正
ニ
到
ル
。
此
意
如
何
。
代
云
星
前
人
臥
ス二
千
峰
室
ニ一
、
仏
祖
渠
識
得
無
レ
由
。

（『
無
極
和
尚
小
参
下
語
』
一
九
丁
表
、
傍
線
・
句
読
点
・
太
字
筆
者
、
以

下
同
）

　

こ
こ
で
は
薬
山
惟
儼
（
七
四
五
～
八
二
八
）
の
公
案
が
本
則
と
し
て

提
示
さ
れ
（
傍
線
）、
そ
れ
に
対
し
て
「
代
云
」
と
し
て
慧
徹
の
代
句

が
示
さ
れ
て
い
る
（
太
字
）。
本
則
の
内
容
か
ら
察
す
る
と
、
お
そ
ら

く
除
夜
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
上
で

『
無
極
録
』
の
「
除
夜
小
参
」
の
説
示
を
確
認
し
た
い
。

除
夜
小
参
。
挙
、
僧
問
二
薬
山
一、
如
何
是
和
尚
家
風
。
山
云
、
今
夜
年
窮

歳
尽
、
明
朝
新
歳
正
到
。
師
曰
、
薬
山
為
二
慈
悲
一
故
有
二
落
草
談
一。
山
僧

不
レ
然
。
若
有
レ
人
問
二
如
何
是
和
尚
家
風
一、
向
曰
、
星
前
人
臥
千
峰
室
、

仏
祖
無
レ
由
レ
識
二
得
渠
一。

（『
訓
註
曹
洞
宗
禅
語
録
全
書
』〈
四
季
社
、
二
〇
〇
五
年
〉
一
巻
、
三
六

七
頁
）

　
『
無
極
録
』
の
傍
線
・
太
字
部
分
と
「
無
極
代
」
の
傍
線
・
太
字
部

分
を
比
較
す
る
と
、
両
書
の
本
則
と
代
句
お
よ
び
一
転
語
は
ほ
ぼ
同
一

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

先
述
の
如
く
、
代
語
集
と
は
朝
参
に
お
け
る
説
示
記
録
で
あ
り
、
語

録
は
上
堂
・
小
参
を
中
心
と
し
た
説
示
記
録
で
あ
る
が
、
こ
の
一
致
は

も
は
や
、
同
一
内
容
の
説
示
が
、
一
方
で
は
朝
参
に
よ
る
代
語
提
唱
と

し
て
、
一
方
で
は
伝
統
的
な
小
参
の
説
示
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
と

し
か
言
い
得
な
い
程
で
あ
る
。

　

し
か
も
こ
の
よ
う
な
類
似
が
見
ら
れ
る
の
は
右
の
説
示
だ
け
で
は
な

い
。『
無
極
録
』
に
は
全
部
で
三
一
の
説
示
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
「
無
極
代
」
の
説
示
と
対
照
す
る
と
、
実
に
二
九
の
説
示
が

右
の
例
の
よ
う
に
「
無
極
代
」
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
り
、
共
通
す
る

部
分
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
『
無
極
録
』
と
「
無
極
代
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に

拙
稿
に
お
い
て
、「『
無
極
録
』
は
「
無
極
代
」
を
基
に
語
録
と
し
て
再

構
成
さ
れ
た
も
の
、
そ
し
て
、
慧
徹
の
実
際
の
提
唱
は
上
堂
・
小
参
よ

り
も
朝
参
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
推
察
を
示
し
た）

（（
（

。

　

そ
の
根
拠
と
し
て
、
両
書
の
説
示
を
比
較
す
る
と
「
無
極
代
」
の
方

が
よ
り
内
容
の
整
合
性
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
ま
た
『
無
極

録
』
が
書
写
さ
れ
た
状
況
に
関
す
る
伝
記
上
の
記
述
に
矛
盾
が
見
え
る
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二
八
四

こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
上
記
拙
論
に
譲
る
が
、

慧
徹
に
お
け
る
語
録
と
代
語
集
の
存
在
は
、
禅
僧
個
人
の
宗
風
や
活
動

を
捉
え
る
上
で
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
も
の
と
言
え
る
。

　

何
故
な
ら
、
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
有
す
る
同
一
人
物
に
よ
る
説
示
が
、

語
録
と
い
う
形
態
で
記
録
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
代
語
集
と
い
う

形
態
で
記
録
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
に
対
す
る
評
価
が

著
し
く
変
化
す
る
可
能
性
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
了
庵
派
に
お
い
て
顕
著
な
朝
参
と
い
う
提
唱
方
法
は
、
近

世
宗
学
者
に
よ
っ
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
面
山
瑞
方

（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
は
『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
』
巻
六
「
告

香
普
説
付
垂
示
考
訂
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
本
洞
下
ニ
、
早
参
、
晩
参
ノ
式
廃
シ
、
五
参
上
堂
ナ
ド
ハ
一
向
ニ
知
ラ

ズ
、
朔
望
ノ
上
堂
小
参
モ
ナ
ク
ナ
リ
テ
、
中
古
ヨ
リ
タ
ダ
垂
示
代
語
バ
カ

リ
ノ
コ
リ
テ
今
ニ
至
ル
、
ユ
ヘ
ニ
今
此
モ
、
師
家
ノ
古
則
ヲ
挙
シ
テ
、
衆

ノ
下
語
了
テ
、
末
ニ
自
ラ
下
語
ス
ル
ヲ
、
関
東
ニ
テ
ハ
代
語
ト
云
フ
、
ソ

ノ
師
家
ヲ
俚
諺
ニ
、
代
語
房
主
ト
云
ユ
ヘ
ニ
、
規
矩
ヲ
行
フ
寺
デ
ハ
、
代

語
ト
云
ヲ
イ
ヤ
ガ
リ
テ
、
垂
示
ト
云
ナ
リ

�

（『
曹
洞
宗
全
書
』「
清
規
」
二
八
〇
頁
）

　

こ
の
一
段
は
、
関
東
を
中
心
と
し
た
了
庵
派
の
代
語
に
対
す
る
、
宗

統
復
古
以
後
に
隆
盛
を
迎
え
た
宗
学
か
ら
の
批
判
的
見
解
と
捉
え
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る）
（（
（

。
代
語
提
唱
の
黎
明
期
に
そ
の
宗
風
を
振
る
っ
た
慧

徹
な
ど
は
、
第
一
の
批
判
対
象
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
語
録
と
し
て
の
形
態
を
持
つ
『
無
極
録
』
は
、
例
え
ば
次
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

先
師
の
門
風
を
受
け
つ
つ
、
語
録
が
拈
香
や
祭
文
、
挙
火
等
の
法
要
の
法

語
を
全
く
含
ま
ず
、
純
粋
に
師
家
と
し
て
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
無
極
の
家
風
が
色
濃
く
出
て
お
り
、
通
幻
禅
師
か
ら
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
孤
高
峻
厳
と
し
た
門
風
が
こ
こ
に
表
れ
て
き
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

（
平
子
泰
弘
「『
補
陀
開
山
無
極
禅
師
語
録
』
及
び
『
上
州
大
泉
山
補
陀
禅

寺
伝
記
』
に
つ
い
て
」〈『
宗
学
研
究
紀
要
』
一
九
号
、
二
〇
〇
六
年
三

月
〉
七
九
頁
）

　

こ
こ
で
平
子
泰
弘
氏
は
、
慧
徹
の
宗
風
が
寂
霊
か
ら
「
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
孤
高
峻
厳
」
な
る
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
評
価
の
違
い
は
、
対
象
者
の
思
想
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
語
録
か
代
語
集
か
と
い
う
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

て
い
る
と
考
え
得
る
。

　

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
既
に
あ
る
禅
僧
の
も
の
と
し
て

受
容
さ
れ
て
い
る
既
存
の
語
録
に
つ
い
て
も
、
書
誌
的
・
内
容
的
に
考

察
す
べ
き
余
地
、
あ
る
い
は
問
題
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る）
（（
（

。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
語
録
・
抄
物
と
い
っ
た
分
類
上
の

差
異
に
と
ら
わ
れ
ず
、
史
料
の
内
容
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
異
な
る
史
料
同
士
の
関
連
性
や
共
通
性
を
見
出
す
こ
と

も
重
要
と
考
え
る
。
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そ
こ
で
以
下
で
は
、
通
幻
派
の
祖
で
あ
る
寂
霊
の
語
録
の
書
誌
・
内

容
を
改
め
て
考
察
し
、
以
後
の
門
弟
達
の
も
の
と
さ
れ
る
史
料
と
如
何

な
る
関
係
性
が
見
え
る
か
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
『
通
幻
禅
師
語
録
』
書
誌
再
考

　

寂
霊
の
語
録
に
は
、
写
本
と
刊
本
が
各
二
種
ず
つ
現
存
し
て
い
る
。

写
本
は
寂
霊
の
開
山
と
な
る
龍
泉
寺
と
永
沢
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
龍
泉
寺
所
蔵
本
（
外
題
『
通
幻
禅
師
語
録
』）
の
書
写
年
代
や

伝
承
は
不
明
で
あ
る
が
、
永
沢
寺
所
蔵
本
（
外
題
『
通
幻
大
師
三
山
語

録
』）
は
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
永
沢
寺
二
六
〇
世
明
極
即
証
（
一

六
八
四
～
一
七
六
七
）
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

刊
本
は
、
月
坡
道
印
（
一
六
三
七
～
一
七
一
六
）
に
よ
っ
て
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
通
幻
禅
師
漫
録
』
と
、
密
雲
彦
契
（
一

七
〇
三
～
一
七
四
九
）
に
よ
っ
て
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
刊
行
さ
れ

た
『
通
幻
禅
師
語
要
』
が
あ
る
（
以
下
便
宜
上
、
単
に
「
寂
霊
の
語
録
」

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
を
示
す
場
合
は
『
通
幻
録
』
と
い
う
呼
称
を
用
い
、
各
本

を
具
体
的
に
示
す
場
合
は
提
示
し
た
順
に
、
龍
本
・
永
本
・『
漫
録
』・『
語
要
』

の
略
号
を
用
い
る
）。
こ
の
二
種
の
刊
本
は
共
に
写
本
の
抜
粋
で
あ
る
た

め
、
寂
霊
の
宗
風
を
探
る
に
は
写
本
が
根
本
資
料
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
通
幻
録
』
の
二
写
本
の
間
で
は
説
示
内
容
に
か

な
り
の
異
同
が
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
前
に
、
両
本
の
性

質
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
龍
本
と
永
本
の
内
容
構
成
を
掲
載
順
に
示
す
。
上
段
が
龍
本
、

下
段
が
永
本
の
構
成
で
あ
る
。

　

両
写
本
に
順
序
の
違
い
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
總
持
寺
・
龍
泉

寺
・
永
沢
寺
の
三
ヵ
寺
に
お
け
る
語
録
と
、
下
火
や
拈
香
な
ど
を
中
心

と
し
た
法
語
類
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
に
つ
い
て
は
、
既
に
田
島

柏
堂
氏
と
佐
藤
秀
孝
氏
に
よ
る
研
究
成
果
が
存
す
る
の
で
、
こ
こ
で
両

氏
の
見
解
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
【
田
島
氏
の
説
】

い
ま
龍
泉
寺
本
を
永
沢
寺
本
お
よ
び
『
漫
録
』、『
語
要
』
の
諸
本
と
比
較

す
る
に
、
字
句
相
前
後
し
、
あ
る
い
は
相
違
し
、
ま
た
筆
写
の
際
に
お
け

る
誤
写
、
脱
字
も
あ
り
、
編
集
の
方
法
も
前
後
し
て
い
る
が
、
龍
泉
寺
本

は
最
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
永
沢
寺
本
は
草
稿
本
の
よ
う
で

あ
り
、
こ
の
龍
泉
寺
本
は
再
治
本
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

龍
本
構
成

①
〔
總
持
禅
寺
開
堂
語
録
〕

　
　
（
永
徳
二
年
八
月
二
三
日
～
）

②
〔
總
持
禅
寺
開
堂
語
録
〕

　
　
（
嘉
慶
二
年
一
一
月
二
七
日
～
）

③
通
幻
霊
禅
師
永
沢
語
録

④
〔
太
平
山
龍
泉
禅
寺
開
堂
語
録
〕

⑤
下
火
・
⑥
拈
香
・
⑦
開
光

⑧
自
賛
・
⑨
偈
頌

　

永
本
構
成

①
〔
總
持
禅
寺
開
堂
語
録
〕

　
　
（
永
徳
二
年
八
月
二
三
日
～
）

②
丹
後
永
谷マ
マ

寺
開
堂
語
録

③
太
平
山
龍
泉
寺
開
堂
語
録

④
總
持
禅
寺
開
堂
語
録

　
　
（
嘉
慶
二
年
一
一
月
二
七
日
～
）

⑤
自
賛
・
⑥
仏
祖
賛
・
⑦
銘

⑧
下
火
・
⑨
辞
世
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（『
曹
洞
宗
全
書
』「
解
題
索
引
」
一
六
八
頁
）

　
【
佐
藤
氏
の
説
】

（
龍
泉
寺
本
は
）
永
沢
寺
本
と
比
較
す
る
と
、
編
纂
の
方
法
が
き
わ
め
て

素
朴
で
あ
り
、
草
本
的
な
色
彩
が
認
め
ら
れ
る
。
永
沢
寺
本
が
や
や
整
備

さ
れ
た
感
が
あ
る
の
は
、
龍
泉
寺
本
を
整
備
統
制
し
て
再
治
し
た
こ
と
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
善
救
が
実
際
に
編
集
し
た
素
本
を
龍

泉
寺
に
残
し
、
こ
れ
に
若
干
の
手
を
加
え
た
も
の
を
永
沢
寺
に
納
め
た
も

の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

（『
訓
註
曹
洞
宗
禅
語
録
全
書
』
二
巻
〈
四
季
社
、
二
〇
〇
四
年
〉、
二
四

九
頁
、
括
弧
内
筆
者
）

　

田
島
氏
は
龍
本
が
「
最
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
」
お
り
、
永
本
が
「
草

稿
本
の
よ
う
」
で
あ
る
と
し
、
永
本
が
元
に
な
っ
て
龍
本
が
「
再
治
」

さ
れ
た
と
推
察
し
て
い
る
。
一
方
、
佐
藤
氏
は
田
島
氏
の
説
と
は
逆
に
、

龍
本
に
「
草
本
的
な
色
彩
が
認
め
ら
れ
」、
永
本
に
「
や
や
整
備
さ
れ

た
感
」
が
あ
る
と
し
、
永
本
が
よ
り
整
備
さ
れ
た
感
が
あ
る
の
は
龍
本

を
整
備
再
治
し
た
か
ら
と
推
察
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
両
氏
の
見
解
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。
両
氏
と
も
に
一

方
が
素
本
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
そ
れ
を
も
と
に
再
治
し
た
も
の
と
位

置
づ
け
て
い
る
点
は
共
通
す
る
が
、
田
島
氏
は
「
永
本
が
素
本
、
龍
本

が
再
治
本
」、
佐
藤
氏
は
「
龍
本
が
素
本
、
永
本
が
再
治
本
」
と
い
う

立
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
本
論
の
資
料
編
に
付
し
た
一
覧
表
に
基
づ
き
両

氏
の
説
の
検
討
と
考
察
を
行
い
た
い
。

　

資
料
編
の
一
覧
表
は
、
龍
本
と
永
本
の
「
總
持
寺
語
録
（
永
徳
二
年

～
）」（
以
下
「
總
Ⅰ
」）、「
總
持
寺
語
録
（
嘉
慶
二
年
～
）」（
以
下
「
總
Ⅱ
」）、

「
永
沢
寺
語
録
」（
以
下
「
永
」）、「
龍
泉
寺
語
録
」（
以
下
「
龍
」）
を
掲

載
順
に
一
覧
と
し
、
そ
の
説
示
内
容
と
年
月
日
を
加
え
、
さ
ら
に
龍
本

の
説
示
に
対
応
す
る
永
本
の
説
示
を
対
照
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

詳
し
い
凡
例
は
資
料
編
に
譲
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
龍
本
と
永
本
の
編

纂
上
の
特
徴
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

ま
ず
は
分
量
に
つ
い
て
で
あ
る
。
永
本
は
「
龍
」
の
分
量
が
や
や
少

な
い
も
の
の
、「
總
Ⅰ
」「
總
Ⅱ
」「
永
」
は
ほ
ぼ
等
量
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
龍
本
で
は
「
總
Ⅰ
」「
永
」
の
量
が
極
端
に
少
な
く
、

「
龍
」・「
總
Ⅱ
」
が
多
い
。
と
い
う
よ
り
も
、「
總
Ⅰ
」
と
「
永
」
は
開

堂
法
語
と
陞
座
が
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
収
録
さ
れ
る
の
み
で
、
他
の
上
堂
・

拈
香
は
全
て
「
龍
」
と
「
總
Ⅱ
」
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

偏
り
は
、
龍
本
の
編
集
方
針
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

龍
本
で
は
、「
龍
」
に
収
録
さ
れ
る
殆
ど
が
拈
香
法
語
で
あ
る
が
、

「
總
Ⅱ
」
は
ほ
ぼ
全
て
上
堂
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
龍
本
の
編

者
が
意
識
的
に
、
三
仏
忌
や
達
磨
忌
、
祖
師
忌
、
入
牌
と
い
っ
た
仏
事

法
語
を
「
龍
」
に
収
録
し
、
上
堂
や
小
参
な
ど
の
提
唱
語
は
「
總
Ⅱ
」

に
収
録
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
龍
本
で
は
状
況
の
如
何

に
関
わ
ら
ず
、
拈
香
語
は
「
龍
」
に
収
録
し
、
上
堂
・
小
参
の
語
は

「
總
Ⅱ
」
に
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
永
本
の
編
者
は
、
そ
の
説
示
が
行
わ
れ
た
場
所
や
時
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系
列
を
意
識
し
て
い
る
た
め
、
龍
本
に
比
べ
る
と
寂
霊
の
行
状
に
沿
っ

た
編
集
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
の
違
い
を
証
明
す
る
具
体
例
が
、
龍
本
と
永

本
の
降
誕
会
の
説
示
に
見
ら
れ
る
。
龍
本
で
は
「
龍
」
の
第
一
一
番
目

の
説
示
に
、

仏
誕
生
拈
香
。
雨
洗
レ
雨
風
磨
レ
風
。
水
緑
花
紅
。
釈
迦
老
子
指
レ
天
指
レ

地
。
自
言
天
上
天
下
唯
我
独
尊
。
噫
。
従
レ
然
南
瞻
浮
州
生
二
荊
棘
一
悩
二

乱
諸
人
一。
総
持
今
日
不
レ
行
二
雲
門
令
一。
只
要
下
一
杓
悪
水
灑
二
驀
頭
一。
与

二
諸
人
一
報
恩
去
上。
良
久
曰
。
稽
首
大
聖
。
驢
胎
馬
腹
。
馬
腹
驢
胎
。

�

（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
一
」
七
一
～
七
二
頁
）

と
あ
る
。
傍
線
部
の
通
り
、
こ
こ
で
寂
霊
は
自
ら
を
「
総
持
」
と
称
し

て
い
る
。
こ
の
自
称
は
、
寂
霊
が
總
持
寺
の
住
持
と
し
て
こ
の
法
語
を

唱
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
来
は
「
總
Ⅰ
」
か

「
總
Ⅱ
」
に
収
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
龍
本
で
は
「
龍
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
永
本
で
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ

同
文
の
「
仏
生
日
」
の
説
示
が
總
持
寺
で
行
わ
れ
た
上
堂
と
し
て
、

「
總
Ⅱ
」
の
九
番
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
の
相
違
や
、
両
本
の
字
句
の
相
違
が
大
き
い

こ
と
な
ど
も
ふ
ま
え
れ
ば
、
先
行
研
究
の
よ
う
に
「
一
方
が
素
本
で
あ

り
も
う
一
方
が
再
治
本
」
と
考
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
両
本
は
異
な
る

編
集
基
準
で
ま
と
め
ら
れ
た
別
系
統
の
写
本
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
、
両
本
に
お
け
る
上
堂
・
小
参
の
記

録
で
あ
る
。
両
本
に
は
右
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
一
致
す
る
箇
所
が
存
す
る
。
そ
れ
は
永
本
の
「
總
Ⅰ
」「
總

Ⅱ
」
と
、
龍
本
の
「
總
Ⅱ
」
部
分
で
あ
る
。
一
覧
表
の
⑤
⑥
に
お
け
る

両
本
の
対
照
を
見
て
わ
か
る
通
り
、
龍
本
の
「
總
Ⅱ
」
の
記
録
と
、
永

本
の
「
總
Ⅰ
」「
總
Ⅱ
」
の
記
録
は
、
そ
の
順
序
に
共
通
す
る
部
分
が

多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
總
持
寺
住
持
中
の
晩
年
の
記
録
で
あ
る
龍
本

「
總
Ⅱ
」
（（
以
降
は
、
永
本
「
總
Ⅱ
」
（（
以
降
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で

あ
る
。

　

両
本
の
編
集
基
準
に
相
違
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
一

致
を
見
る
の
は
、
こ
の
部
分
が
通
幻
の
提
唱
の
原
型
を
よ
り
正
確
に
留

め
て
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
と
推
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
は
他
の

部
分
に
比
べ
て
語
句
の
異
同
が
比
較
的
少
な
い
と
い
う
事
実
も
、
一
つ

の
証
左
と
な
ろ
う
。

　

対
照
的
に
、
例
え
ば
龍
本
で
拈
香
法
語
を
集
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る

部
分
の
記
録
は
、
そ
れ
と
対
応
す
る
永
本
の
記
録
と
異
な
る
場
合
が
多

い
。『
通
幻
録
』
の
二
種
の
写
本
と
二
種
の
刊
本
を
校
合
し
た
『
通
幻

禅
師
全
集
』（
伊
藤
慶
道
編
、
山
喜
房
、
一
九
四
〇
年
）
で
は
、
永
本
と
龍

本
の
所
載
が
大
き
く
異
な
る
場
合
、「
大
異
」
と
し
て
明
記
さ
れ
る
。

こ
の
「
大
異
」
と
さ
れ
た
三
〇
の
説
示
の
う
ち
、
実
に
二
四
の
説
示
が

拈
香
法
語
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
実
か
ら
、『
通
幻
録
』
の
中
で
も
總
持
寺
に
お
け
る
上

堂
・
小
参
部
分
は
、
他
の
部
分
に
比
べ
て
寂
霊
の
説
示
を
よ
り
正
確
に
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伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　
『
通
幻
録
』
に
お
け
る
中
国
曹
洞
禅
の
影
響

　

従
来
の
研
究
に
お
い
て
寂
霊
の
宗
風
・
家
風
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
も
の
は
、
伝
記
上
に
み
え
る
「
活
埋
阬
」
や
「
文
字
点
検
」
と
い
っ

た
逸
話
や）
（（
（

、
五
位
の
影
響
に
関
す
る
こ
と
が
多
く
、『
通
幻
録
』
の
内

容
か
ら
寂
霊
の
宗
風
や
思
想
背
景
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
論
考
は
少

な
い）
（（
（

。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
前
項
の
考
察
に
準
り
總
持
寺
に
お
け
る
上

堂
・
小
参
の
記
録
を
中
心
と
し
て
、
寂
霊
の
具
体
的
な
思
想
背
景
を
探

り
た
い
。

　
『
通
幻
録
』
に
お
け
る
寂
霊
の
引
用
典
籍
を
調
べ
る
と
、
明
ら
か
に

中
国
曹
洞
禅
僧
の
語
録
が
多
い
。
中
で
も
、
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
～

一
一
五
七
、
以
下
正
覚
）・
真
歇
清
了
（
一
〇
八
八
～
一
一
五
一
）・
自
得
慧

暉
（
一
〇
九
七
～
一
一
八
三
）・
天
童
如
浄
（
一
一
六
二
～
一
二
二
七
、
以
下

如
浄
）
と
い
っ
た
宋
代
曹
洞
禅
僧
の
言
句
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

寂
霊
は
宋
代
曹
洞
禅
の
宗
風
を
特
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
論
で
は
、『
通
幻
録
』
に
お
い
て
特
徴
的
な
引
用
が
見
い
出
せ
る

正
覚
の
『
宏
智
録
』
と
如
浄
の
『
如
浄
和
尚
語
録
』（
以
下
『
如
浄

録
』）
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。

　

ま
ず
『
宏
智
録
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
通
幻
録
』
に
お
け
る
『
宏

智
録
』
の
引
用
は
、
他
の
典
籍
に
比
べ
て
特
に
多
く
確
認
で
き
る
。
そ

の
引
用
方
法
の
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
三
通
り
に
大
別
で
き
る
。

　
　

Ａ
：『
宏
智
録
』
の
一
節
を
引
用
し
て
一
転
語
と
す
る

　
　

Ｂ
：
提
唱
全
体
を
『
宏
智
録
』
の
引
用
で
構
成
す
る

　
　

Ｃ
：
問
答
・
説
示
中
の
一
句
と
し
て
『
宏
智
録
』
を
引
用
す
る

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
Ａ
と
Ｃ
は
『
通
幻
録
』
全
体
に
見
え
る
が
、
Ｂ
は

總
持
寺
で
の
上
堂
記
録
に
お
い
て
の
み
確
認
で
き
る
。
Ｂ
に
該
当
す
る

説
示
を
一
覧
表
で
示
せ
ば
、「
永
本
總
Ⅰ
（（
＝
龍
本
總
Ⅱ
（0
」、「
永
本

總
Ⅰ
（（
＝
龍
本
總
Ⅱ
（（
」、「
永
本
總
Ⅰ
（（
＝
龍
本
總
Ⅱ
（（
」、「
永
本
總

Ⅰ
（（
＝
龍
本
總
Ⅱ
（0
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

次
に
示
す
の
は
「
永
本
總
Ⅰ
（（
＝
龍
本
總
Ⅱ
（0
」
で
あ
る
。
上
段
が

永
本
、
下
段
が
龍
本
の
本
文
で
あ
る
。

　

寂
霊
は
半
夏
上
堂
と
し
て
、
冒
頭
で
「
華
愛
惜
散
、
草
棄
嫌
生
」
と

い
う
『
正
法
眼
蔵
』「
現
成
公
案
」
巻
の
一
文
を
夏
の
情
景
に
重
ね
て

提
示
す
る
。「
一
段
風
光
」
は
「
画
図
不
成
」、
す
な
わ
ち
情
慮
の
及
ば

上
堂
。
華
愛
惜
散
、
草
棄
嫌
生
。
一

段
風
光
画
図
不
レ
成
。

I廓
浄
無
際
智

与
レ
之
倶
。
普
応
無
方
神
与
レ
之
会
。

智
虚
而
自
照
惺
々
。
神
用
而
蜜
行

綿
々
。
所
以
道
、
山
河
無
二
隔
越
一、

処
処
是
光
明
。
畢
竟
如
何
。
良
久

云
、

II劈
二
開
華
岳
連
天
色
一、
放
二
出

黄
河
倒
海
声
一。
下
座
。

�（『
禅
学
大
系
』「
祖
録
部
五
」
五
頁
）

半
夏
上
堂
。
華
愛
惜
散
、
草
棄
嫌
生
。

一
段
風
光
画
図
不
レ
成
。

III廓
浄
無
際

智
与
レ
之
倶
。
普
応
無
方
神
与
レ
之

会
。
智
虚
而
自
照
惺
惺
。
神
用
而
綿

綿
。
一
切
時
放
二
大
光
明
一
作
二
大
仏

事
一。
所
以
道
、
山
河
無
二
隔
越
一、
処

処
是
光
明
。

II劈
二
開
花
嶽
連
天
色
一、

放
二
出
黄
河
到
海
声
一。

�（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
一
」八
四
頁
）
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ぬ
本
来
的
な
境
地
で
あ
り
、「
之
」
と
共
に
あ
る
べ
き
「
智
」
と

「
神
」
の
在
り
様
と
は
た
ら
き
を
「
光
明
」
と
「
仏
事
」
に
約
し
て
説

く
。
さ
ら
に
「
光
明
」
の
普
遍
性
を
示
し
、「
華
嶽
」・「
黄
河
」
の
情

識
を
越
え
た
境
涯
を
一
転
語
と
し
て
い
る
。

　

本
来
性
と
自
己
の
在
り
方
の
相
即
を
、
無
情
の
風
光
に
よ
っ
て
捉
え

た
説
示
と
考
え
ら
れ
る
が
、
傍
線
Ⅰ
～
Ⅳ
は
全
て
『
宏
智
録
』
巻
三

（
宋
版
六
冊
本
、
以
下
同
）
の
明
州
天
童
山
景
徳
寺
に
お
け
る
上
堂
を
典

拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
傍
線
Ⅰ
・
Ⅲ
は
巻
三
第
六
上
堂
か
ら
、
傍
線

Ⅱ
・
Ⅳ
は
巻
三
第
九
上
堂
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
次
に
各
典
拠
を
示
す
。

【
第
六
上
堂
】

上
堂
云
、
廓
浄
無
際
而
智
与
レ
之
俱
。
普
応
無
方
而
神
与
レ
之
会
。
智
虚

也
惺
惺
自
照
。
神
用
也
綿
綿
不
レ
勒
。
便
能
一
切
時
一
切
処
放
二
大
光
明
一、

作
二
大
仏
事
一。
所
以
道
、
山
河
無
二
隔
越
一、
光
明
処
処
透
。

（
石
井
修
道
編
『
宏
智
録
』
上
巻
〈
名
著
普
及
会
、
一
九
八
四
年
〉
一
五

三
頁
、
訓
点
筆
者
、
以
下
頁
数
の
み
表
記
）

【
第
九
上
堂
】

上
堂
云
、
諸
禅
徳
、
吞
二
尽
三
世
仏
底
人
一、
為
甚
麼
開
口
不
得
。
照
二
破

四
天
下
底
人
一、
為
甚
麼
合
眼
不
得
。
許
多
病
痛
、
与
レ
你
一
時
拈
却
了
也
。

且
作
麼
生
得
二
十
成
通
暢
一
去
。
還
会
麼
。
擘
二
開
華
岳
連
天
色
一、
放
二
出

黃
河
到
海
声
一。�

（『
宏
智
録
』
上
巻　

一
五
五
頁
）

　

太
字
部
分
が
『
通
幻
録
』
と
の
対
応
箇
所
で
あ
る
。
全
文
が
完
全
に

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
寂
霊
は
『
宏
智
録
』
を
参
照
し
、
正
覚

そ
の
も
の
と
も
言
え
る
説
示
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
通
幻
録
』
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
形
で
引
用
さ
れ
る
典
籍
は
、『
宏

智
録
』
以
外
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
總
持
寺
に
お
け
る
学
人

接
化
の
場
で
、
寂
霊
は
黙
照
の
家
風
を
強
く
宣
揚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
『
如
浄
録
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
寂
霊
に
よ
る
『
如
浄
録
』
の

引
用
頻
度
は
『
宏
智
録
』
に
較
べ
て
少
な
い
が
、
聖
興
寺
の
門
前
に
建

設
さ
れ
た
橋
供
養
の
上
堂）
（（
（

や
、
講
戒
の
説
示）
（（
（

等
と
い
っ
た
特
徴
的
な
説

示
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
中
で
も
特
に

注
目
す
べ
き
は
、
韶
碩
の
忌
辰
上
堂
で
あ
ろ
う
。
本
上
堂
は
龍
本
の

「
總
Ⅱ
」
第
四
九
番
目
に
「
峨
山
和
尚
廿
五
年
忌
陞
座
」
と
し
て
収
録

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
永
本
で
は
「
總
」
第
二
上
堂
）。

　

韶
碩
の
二
五
年
忌
は
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
一
〇
月
二
〇
日
に
当

た
る）
（（
（

が
、
寂
霊
は
輪
住
制
の
た
め
、
翌
二
一
日
に
總
持
寺
を
辞
し
て
い

る
。
寂
霊
は
翌
年
五
月
五
日
に
龍
泉
寺
に
示
寂
し
て
い
る
た
め
、
退
院

の
法
語
を
除
け
ば
こ
の
忌
辰
上
堂
が
最
後
の
提
唱
と
な
る
。
總
持
寺
に

三
住
も
し
た
寂
霊
に
と
っ
て
の
、
同
寺
で
の
化
導
を
総
括
す
る
提
唱
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
本
文
を
示
す
。

峨
山
和
尚
廿
五
年
陞
座
。
廼
曰
、
西
天
法
輪
張
来
打
レ
油
。
東
土
法
輪
李

来
打
レ
油
。
諸
嶽
法
輪
四
方
八
面
来
打
レ
油
。
三
段
不
レ
同
、
収
帰
二
上
科
一。

�

（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
一
」
八
八
頁
）

　
「
西
天
」、「
東
土
」、「
諸
嶽
」
の
三
つ
の
法
輪
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
張
」、「
李
」、「
四
方
八
面
」
の
人
々
が
や
っ
て
き
て
油
を
し
ぼ
っ
て
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〇

い
く
。
こ
の
「
三
段
」
は
同
じ
で
は
無
い
が
、
収
め
れ
ば
「
上
科
」
に

帰
す
と
い
う
意
で
あ
る
。「
西
天
」・「
東
土
」
よ
り
伝
来
し
た
仏
祖
の

教
え
が
、「
諸
嶽
」、
す
な
わ
ち
韶
碩
の
下
に
到
っ
て
円
成
し
、
總
持
門

下
が
興
隆
し
た
こ
と
を
、
韶
碩
に
対
す
る
追
慕
の
念
と
共
に
表
現
し
て

い
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

一
転
語
の
「
三
段
不
同
」
が
巧
み
に
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、

こ
の
構
成
に
『
如
浄
録
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次

に
示
す
「
空
仮
中
三
観
」
の
偈
頌
で
あ
る
。

空
仮
中
三
観
。
張
来
張
打
レ
油
、
李
来
李
打
レ
油
。
通
身
骨
轆
転
、
打
得

最
風
流
。�

（『
如
浄
録
』
巻
下
〈『
大
正
蔵
』
巻
四
八
、
一
三
〇
中
〉）

　

天
台
学
の
根
本
教
義
で
あ
る
空
仮
中
の
三
観
が
、
日
常
底
の
事
象
に

よ
っ
て
ま
さ
し
く
「
風
流
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
傍
線
部
分

か
ら
、
寂
霊
が
明
ら
か
に
こ
の
偈
頌
を
参
照
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

池
田
魯
参
氏
は
こ
の
偈
頌
が
「
天
台
学
に
寄
せ
た
如
浄
の
造
詣
の
一

端
」
を
示
す
も
の
と
し
、「
天
台
止
観
の
根
本
に
関
わ
る
課
題
に
如
浄

が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
」
事
実
と
し
て
指
摘
し
て
い
る）

（（
（

。

　

寂
霊
が
韶
碩
の
忌
辰
上
堂
に
お
い
て
、
こ
の
偈
頌
を
参
照
し
た
理
由

は
、
寂
霊
の
行
状
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
引
用
文
は

『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』
巻
上
「
永
沢
寺
通
幻
寂
霊
禅
師
伝
」
の
一
節
で

あ
る
。十

一
歳
入
二
台
山
一
受
業
。
天
性
英
敏
。
凡
内
外
経
史
、
一
経
二
其
目
一、
無
レ

不
二
通
暁
一。
台
徒
交
相
称
誉
。
十
四
剃
落
納
戒
。
或
於
二
止
観
中
一、
有
レ
所
二

疑
問
一。
…
…
雅
慕
二
禅
門
直
指
説
一、
乃
往
二
能
之
総
持
一、
参
二
峨
山
和
尚
一。

師
礼
拝
才
起
、
山
問
、
甚
処
来
。
師
云
、
天
台
来
。
山
云
、
欲
レ
求
二
何

事
一。
師
云
、
某
甲
於
二
止
観
之
理
一、
未
レ
決
二
所
疑
一。
請
師
指
示
。
山
云
、

莫
妄
想
莫
妄
想
。
便
起
去
。
師
疑
情
愈
熾
、
研
究
不
レ
怠
。

�

（『
曹
洞
宗
全
書
』「
史
伝
上
」
四
六
頁
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
寂
霊
の
参
学
は
比
叡
山
に
お
い
て
始
ま
っ
た
の
で
あ

り
、
天
台
止
観
の
教
学
を
学
ぶ
う
ち
に
疑
問
を
生
じ
、
總
持
寺
の
韶
碩

の
下
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
韶
碩
と
の
初
相
見
で
問
題
と
な
っ
た

こ
と
も
「
止
観
之
理
」
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
疑
念
を
増
し
た
寂
霊
は
こ
の
後
弁
道
に
励
み
、「
身
心
脱

落
」
の
話
に
よ
っ
て
「
忽
然
大
悟
」
す
る
こ
と
に
な
る
が）
（（
（

、
初
期
の
参

学
に
お
け
る
寂
霊
と
峨
山
の
関
係
は
、
天
台
学
に
関
す
る
疑
念
と
解
消

に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寂
霊
は
韶
碩
と
の
初
相
見
や
修
行
時
代
に
対
す
る
懐
古
の
念
か
ら
、

如
浄
の
天
台
学
に
基
づ
い
た
偈
頌
を
参
照
し
、
自
身
の
「
空
仮
中
三

観
」
の
法
語
を
唱
え
た
と
考
え
ら
れ
る）

（（
（

。

　

以
上
の
如
く
、『
通
幻
録
』
と
『
宏
智
録
』・『
如
浄
録
』
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
た
。
本
項
の
考
察
か
ら
は
、
従
来
言
及
さ
れ
て
き
た

「
文
字
点
検
」
の
逸
話
に
見
ら
れ
る
、
祖
録
経
典
に
執
わ
れ
る
こ
と
を

厳
し
く
排
除
し
た
姿
と
は
異
な
る
寂
霊
像
が
浮
上
す
る
。
寂
霊
は
祖
師

の
典
籍
を
縦
横
に
用
い
、
宋
代
曹
洞
禅
の
宗
風
を
受
容
し
鼓
吹
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
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寂
霊
と
そ
の
門
弟
に
お
け
る
宗
風
の
連
続
性

　
『
通
幻
録
』
の
引
用
典
籍
の
把
握
に
よ
っ
て
、
寂
霊
に
お
け
る
『
宏

智
録
』
と
『
如
浄
録
』
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
寂
霊
が
こ
れ

ら
の
語
録
を
重
用
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
次
に
示

す
『
総
持
五
世
通
幻
大
和
尚
喪
記
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

寄
寘
永
沢
寺
若
干

一
法
衣
先
師
伝
衣�
壹
縁�

一
坐
具
唐
櫃
入
焉�

壹
展

一
盋
孟�

壹
副�

一
儀
軌
先
師
花
押�

壹
本

一
天
童
浄
和
尚
語
録�

四
冊�
一
拄
杖�

壹
枝

一
竹
篦
永
平
開

山
親
製�

一
箇�
一
三
宝
印�

壹
面

一
喪
記�

二
冊�

一
伝
灯
録�

壹
部

一
正
法
眼
蔵
黒
漆
箱
入�

全
部�

一
宏
智
録�

十
二
冊

一
法
被
唐
錦�

壹
幅�

一
綵
段
卓
袱
裏　北
絹�

壹
襲

一
入
院
式�

壹
冊�

一
洞
谷
開
山
遺
付
記�

壹
冊

�

（
伊
藤
慶
道
編『
通
幻
禅
師
続
語
録
』〈
山
喜
房
、一
九
四
〇
年
〉四
八
頁
）

　

右
の
一
覧
は
、
寂
霊
遷
化
後
に
永
沢
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
什
物
を
示
し

て
い
る
が
、
こ
の
中
に
『
宏
智
録
』
と
『
如
浄
録
』
が
確
認
で
き
る
。

両
書
は
他
の
遺
品
と
共
に
永
沢
寺
に
寄
進
さ
れ
、
門
弟
達
に
残
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
『
宏
智
録
』
は
「
十
二
冊
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く

宋
版
の
六
冊
本
を
二
分
し
た
書
写
本
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
石
井

修
道
氏
は
松
ヶ
岡
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
一
〇
冊
本
『
宏
智
録
』
を
紹
介

し
て
い
る
が
、
こ
の
一
〇
冊
は
「
真
州
長
蘆
覚
和
尚
拈
古
」
と
「
天
童

覚
和
尚
小
参
」
の
二
冊
を
欠
い
た
本
来
一
二
冊
の
も
の
で
あ
り
、
宋
版

の
六
冊
を
二
分
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
る）
（（
（

。

　

し
か
も
、
こ
の
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
本
は
寂
霊
の
法
嗣
で
あ
る
天
鷹
祖

祐
（
一
三
三
六
～
一
四
一
三
）
の
勧
請
開
山
と
な
る
、
通
幻
派
の
尾
張
雲

興
寺
で
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
頃
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『
喪
記
』
に
記
さ
れ
た
一
二
冊
本
が
、
通
幻
派
の
中
で
伝
写
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
も
の
と
言
え
る
。
以
下
、
門
弟
達
の
語
録
・
抄

物
か
ら
、
寂
霊
と
の
宗
風
の
連
続
性
を
考
察
す
る
。

　

寂
霊
の
高
弟
に
越
前
禅
林
寺
を
開
山
し
た
普
済
善
救
（
一
三
四
七
～

一
四
〇
八
、
以
下
善
救
）
が
い
る
。『
普
済
禅
師
語
録
』（
以
下
『
普
済

録
』）
の
永
沢
寺
開
山
忌
拈
香
か
ら
は
、
善
救
が
寂
霊
の
宗
風
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
、
端
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

開
山
和
尚
諱
日
。
拈
香
云
、
V風

揺
二
池
水
一
琉
璃
滑
、
雨
溌
二
山
光
一
翡
翠

浮
。
緑
樹
重
陰
門
寂
寂
、
杜
鵑
啼
レ
血
為
レ
誰
愁
。
共
惟
、
当
寺
開
山
通

幻
和
尚
大
禅
師
、
洞
上
嫡
伝
、
人
天
主
翁
、
真
俗
共
瞻
仰
、
禅
衲
尽
増
崇
。

…
…
田
地
穏
密
消
息
、
伝
家
清
白
宗
風
。
妙
明
体
尽
知
傷
触
、
偏
正
回
互

不
レ

犯
レ

中
。
II同

中
有
レ
異
、
亡
レ
功
就
レ
位
。
異
中
有
レ
同
、
在
レ
位
借
レ
功
。

一
歩
密
移
玄
路
転
、
全
身
放
下
劫
壺
空
。
且
道
、

VII黄
閣
簾
垂
、
糸
綸
未
レ

降
。
紫
羅
帳
合
、
視
聴
難
レ
通
。
正
当
恁
麼
時
、
還
無
レ
有
二
報
恩
分
一
麼
。

諸
人
作
麼
生
体
悉
得
。
挙
レ
香
云
、

VIII犀
通
二
半
夜
月
一、
鶴
夢
二
千
年
松
一。
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�

（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
一
」
八
頁
）

　

善
救
は
寂
霊
を
「
洞
上
嫡
伝
」
で
あ
り
、「
田
地
穏
密
」
に
し
て

「
清
白
宗
風
」
で
あ
る
と
評
し
、
さ
ら
に
偏
正
・
位
功
と
い
っ
た
中
国

曹
洞
禅
の
機
関
に
基
づ
い
た
説
示
を
展
開
し
、
寂
霊
の
宗
風
を
称
え
て

い
る
。
さ
ら
に
傍
線
Ⅴ
～
Ⅷ
の
語
は
、『
宏
智
録
』
と
『
如
浄
録
』
か

ら
の
引
用
で
あ
る）
（（
（

。『
普
済
録
』
の
出
典
傾
向
を
調
べ
る
と
、
宋
代
曹

洞
禅
僧
の
典
籍
が
多
く
、
中
で
も
『
宏
智
録
』
が
突
出
し
て
い
る
。
善

救
も
寂
霊
と
同
じ
く
、『
宏
智
録
』
を
中
心
と
し
た
「
洞
上
」
の
教
え

を
自
ら
の
提
唱
に
自
在
に
織
り
込
み
、
学
人
を
接
得
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
慧
明
と
慧
徹
の
代
語
集
を
対
象
と
し
た
い
。「
無
極
代
」
と

『
了
庵
代
』
の
説
示
に
は
、
本
則
と
し
て
『
宏
智
録
』
が
選
択
さ
れ
て

い
る
箇
所
を
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
『
了
庵
代
』
で
は
、

宏
智
云
、
十
洲
春
尽
花
彫
残
、
珊
瑚
樹
林
日
杲
々
、
如
何
委
悉
、
代
玄
功

踏
絶
処�

（『
了
庵
代
』
一
一
丁
表
～
一
一
丁
裏
）

と
あ
り
、
ま
た
「
無
極
代
」
で
は
、

宏
智
古
仏
云
、
妙
存
湛
々
而
不
有
、
真
照
霊
々
而
不
レ
無
ニ
、
更
於
テ二
其

間
ニ一
而
退
歩
看
、
白
雲
断
処
青
山
痩
、
此
意
如
何
、
代
誰
知
雲
外
千
峯
上
、

別
有
二
嶺
松
ウ一
帯
テレ
露
ヲ
寒
キ

�

（『
小
参
無
極
和
尚
下
語
』
一
八
丁
表
～
一
八
丁
裏
）

と
し
て
、
直
接
「
宏
智
云
」・「
宏
智
古
仏
云
」
と
引
用
さ
れ
、
朝
参
に

お
け
る
参
究
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
よ
り
も
直
接
的
に
『
宏
智
録
』
を
依
用
し
て
い
た
状
況

が
、『
了
庵
代
』
と
「
無
極
下
語
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
「
無
極
下
語
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
は
、
慧
徹
が
正
覚

の
『
宏
智
録
』
巻
四
に
収
録
さ
れ
る
天
童
山
で
の
小
参
説
示
（
以
下

「
天
童
小
参
」）
を
題
材
と
し
て
代
語
提
唱
を
行
っ
た
記
録
で
あ
る
。
次

に
そ
の
具
体
例
を
示
し
た
い
。
上
段
が
「
天
童
小
参
」、
下
段
が
「
無

極
下
語
」
で
あ
る
。

　
「
天
童
小
参
」
太
字
部
分
が
代
語
の
対
象
と
な
る
語
句
で
あ
る
。
冒

頭
の
「
蘆
花
雪
月
、
那
時
一
色
還
迷
、
野
水
秋
空
」
の
み
が
選
択
さ
れ
、

そ
れ
に
対
し
「
代
洞
庭
無
レ
蓋
浸
法
身
」
と
い
う
慧
徹
の
代
句
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
「
取
合
同
ノ
一
色
毫
氂
無
シレ
隔
テ
」
と
は
、
取

小
参
。
僧
問
、
蘆
花
雪
月
、
那
時
一

色
還
迷
、
野
水
秋
空
、
箇
処
大
功
猶

在
。
如
何
得
二
色
転
功
忘
一
去
。
師

云
、
往
来
如
レ
得
レ
路
、
両
処
不
二
相

妨
一。
僧
云
、
玉
輪
機
転
笑
呵
呵
、
直

下
相
逢
不
二
相
識
一。
師
云
、
又
墮
二

大
功
一
去
也
。
僧
云
、
那
辺
不
レ
守
二

空
王
殿
一、
争
肯
耘
レ
田
向
二
日
輪
一。

師
云
、
早
恁
麼
却
較
二
些
子
一
。

�

（『
宏
智
録
』
上
巻　

二
四
〇
頁
）

○
芦
花
雪
月
、
那
時
一
色
却
テ
迷
、

野
水
秋
空
。
代
洞
庭
無
レ
蓋
浸
法
身
。

取
合
同
ノ
一
色
毫
氂
無
シレ
隔
テ
／
○
箇
レ

処
ロ
大
功
猶
ヲ
在
リ
、
如
何
得
ン二
色
ヲ
転

ジ
功
ヲ
忘
ジ
去
一ル
コ
ト
ヲ
。
代
云
踏
二
断
シ
テ
十

分
清
白
ノ
雪
一キ
ヲ
、
密
ニ
移
二シ
テ
一
歩
ヲ一

転
ス二
玄
路
ヲ一
。
取
莫
レレ
守
二ル
コ
ト
一
色
ノ

処
ヲ一
、
莫
レレ
生
二
万
年
ノ
床
ニ一
。
／
○
那

辺
不
レ
守
二
空
王
殿
一、
争
カ
肯
テ
耘
レ

田
向
ン二
日
輪
ニ一
。
代
云
樞
機
妙
ニ
転
シ
テ

主
全
主
、
且
ツ
在�

半
途
ニ
不
レ
待
レ
春
。

�

（『
小
参
無
極
和
尚
下
語
』
一
丁
裏
）
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句
と
称
さ
れ
る
会
下
の
学
人
の
言
葉
で
あ
り
、「
無
極
下
語
」
が
公
の

提
唱
に
お
け
る
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
以
下
同
様
の
形

式
で
、「
天
童
小
参
」
の
説
示
か
ら
順
に
語
句
を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
代
語
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

こ
の
代
語
は
「
天
童
小
参
」
に
お
け
る
三
六
の
小
参
全
て
に
対
し
て
、

本
文
の
順
序
に
従
い
為
さ
れ
て
お
り
、
慧
徹
は
あ
る
一
定
の
期
間
に

「
天
童
小
参
」
を
講
述
の
素
材
と
し
て
用
い
、
順
に
説
き
進
め
た
と
推

察
で
き
る
。
そ
し
て
「
無
極
下
語
」
と
い
う
、「
無
極
代
」
と
は
異
な

る
も
う
一
種
の
代
語
集
と
し
て
記
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
無
極
下
語
」
と
同
様
の
形
式
は
、
慧
明
の
説
示
に
も
確
認
で
き
る
。

『
了
庵
代
』
の
末
尾
部
分
に
は
、『
宏
智
録
』
巻
一
の
小
参
（「
長
蘆
小

参
」）
を
順
に
提
唱
し
た
記
録
が
存
す
る
。

　

太
字
部
分
の
対
照
か
ら
、
慧
明
が
『
宏
智
録
』
の
語
を
順
に
抽
出
し
、

代
語
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
「
無
極
下
語
」
と

比
較
す
れ
ば
、
同
一
の
形
式
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
慧
明
と
慧
徹
に
関
す
る
抄
物
に
は
、
１
「
あ
る
典
籍

を
題
材
と
し
て
順
に
代
語
提
唱
を
行
う
」、
２
「
そ
の
題
材
に
『
宏
智

録
』
を
選
ぶ
」
と
い
う
二
点
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る）
（（
（

。
こ
れ
は
さ
ら

に
、
前
項
で
考
察
し
た
寂
霊
の
『
宏
智
録
』
を
主
体
と
し
た
提
唱
と
も

繋
が
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
連
続
性
は
同
時
に
、
各
資
料
が
三
者
の
提
唱
を
実
際
に
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
左
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。
彼
ら
は
門
弟
接

化
の
場
に
お
い
て
『
宏
智
録
』
を
根
本
に
据
え
、
そ
の
思
想
を
開
示
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
寂
霊
と
そ
の
門
弟
達
の
語
録
・
抄
物
を
考
察
し
、『
宏
智

録
』
を
中
心
と
す
る
中
国
曹
洞
禅
の
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

日
本
曹
洞
宗
の
宗
祖
で
あ
る
道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
は
正
覚

を
「
古
仏
」
と
称
え
そ
の
思
想
を
高
く
評
価
し
た
が
、
道
元
自
身
の
思

想
は
正
覚
の
黙
照
禅
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
克
（
あ
る

い
は
発
展
的
継
承
）
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
さ
れ
る）
（（
（

。
道
元
を
宗
祖
と

し
て
仰
ぐ
日
本
曹
洞
宗
教
団
の
宗
侶
に
と
っ
て
は
、
道
元
思
想
を
継
承

す
る
こ
と
が
本
懐
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
初
期
の
通
幻
派

小
参
云
、
好
兄
弟
…
…
玉
人
未
レ
照

当
台
鏡
、
石
女
不
レ
登
月
下
機
。
可
レ

謂
、
枯
木
龍
吟
、
猶
帯
レ
喜
在
。
髑

髏
眼
睛
、
猶
帯
レ
識
在
。
直
是
智
不

到
処
、
路
已
転
時
、
且
道
合
作
麼
生

体
悉
。
良
久
云
、
還
会
麼
、
蘆
荻

易
レ
分
相
混
雪
、
水
天
難
レ
弁
合
同

秋
。

�

（『
宏
智
録
』
六
四
～
六
五
頁
）

玉
人
未
照
当
台
鏡
、
石
女
不
登
月
下

機
。
代
自
可
著
珍
□
―
□
。

直
是
智
不
到
処
、
路
已
転
時
、
且

道
、
合
作
麼
生
体
悉
。
良
久
曰
、
還

会
麼
、
蘆
荻
易
分
相
混
雪
、
水
天
難

弁
合
同
秋
。
代
退
歩
承
当
。
取
此
中

有
理
可
難
訢
、
是
不
愁
人
又
断
魂
。

又
借
功
明
位
。
又
唯
独
自
―
見
。

�

（『
了
庵
代
』
八
六
丁
表
）



中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
受
容
（
龍
谷
）

二
九
四

で
は
『
宏
智
録
』
を
中
心
と
し
た
化
導
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寂
霊
の
半
夏
上
堂
に
お
け
る
「
現
成
公
案
」
巻
の
引
用
や
、『
喪

記
』
の
一
覧
に
『
正
法
眼
蔵
』
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
寂
霊

が
道
元
の
著
作
を
閲
読
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す

る
と
、
寂
霊
は
道
元
の
思
想
に
触
れ
な
が
ら
も
、
正
覚
の
思
想
を
全
面

に
打
ち
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
は
、
義
雲
（
一
二
五
三
～
一
三
三
三
）
や
瑩
山
紹
瑾
（
一
二
六
四

～
一
三
二
五
、
以
下
紹
瑾
）
が
道
元
の
思
想
を
承
け
な
が
ら
、
正
覚
の
思

想
を
受
容
し
た
こ
と
と
相
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
義
雲
や
紹
瑾
に
は

「
曹
洞
宗
」
と
し
て
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
教
団
を
確
立
す
る
意
志
が

存
し
た
の
で
あ
る）

（（
（

。『
宏
智
録
』
は
、「
永
平
寺
教
団
」
か
ら
「
日
本
曹

洞
宗
」
へ
と
展
開
す
る
上
で
の
、
思
想
的
な
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
寂
霊
が
總
持
寺
を
率
い
た
時
期
は
、「
日
本
曹
洞
宗
の
確

立
」
と
い
う
意
識
に
加
え
、
更
に
円
覚
寺
を
中
心
に
展
開
し
た
曹
洞
宗

宏
智
派
の
存
在
が
視
野
に
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

東
明
慧
日
（
一
二
七
二
～
一
三
四
〇
）
に
よ
っ
て
伝
来
し
た
宏
智
派
は

五
山
に
留
ま
ら
ず
、
越
前
や
肥
後
と
い
っ
た
地
方
へ
の
展
開
も
果
た
し
、

一
時
期
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
永
平
下
で
は
寒
巌
義
尹
（
一
二

一
七
～
一
三
〇
〇
）
の
一
派
と
宏
智
派
の
交
流
が
知
ら
れ
る
が
、
慧
明

や
善
救
、
石
屋
真
梁
（
一
三
四
五
～
一
四
二
三
）
と
い
っ
た
寂
霊
の
高
弟

達
も
宏
智
派
の
人
々
に
参
じ
て
い
る
。

　

寂
霊
が
門
弟
を
指
導
す
る
上
で
、
宏
智
派
の
存
在
が
影
響
を
与
え
、

更
な
る
中
国
曹
洞
禅
へ
の
傾
斜
を
促
し
、
結
果
的
に
『
宏
智
録
』
を
根

本
と
す
る
宗
団
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
論
で
考
察
し
た
寂
霊
と
そ
の
門
弟
達
の
語
録
・
抄
物
は
、
こ
の
宗

風
変
化
を
如
実
に
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。『
宏
智
録
』
は
通
幻
派
の

教
線
展
開
に
お
い
て
門
弟
化
導
の
側
面
を
支
え
る
思
想
的
主
柱
だ
っ
た

の
で
あ
り
、
曹
洞
宗
展
開
史
の
上
に
お
い
て
も
大
き
な
意
義
を
有
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）�

周
知
の
如
く
、
洞
門
抄
物
は
国
語
学
の
分
野
か
ら
中
近
世
に
お
け
る
東

国
語
の
研
究
対
象
と
し
て
見
出
さ
れ
、
史
料
の
発
掘
お
よ
び
考
察
が
進
め

ら
れ
た
。
曹
洞
宗
学
か
ら
の
研
究
は
石
川
力
山
氏
の
作
業
仮
説
「
中
世
の

未
開
拓
の
分
野
の
空
間
を
埋
め
る
資
料
が
、
洞
門
抄
物
と
呼
ば
れ
る
、
中

世
に
数
多
く
出
現
す
る
曹
洞
宗
関
係
の
禅
籍
抄
物
で
あ
ろ
う
」
の
下
に
精

力
的
に
進
め
ら
れ
、
抄
物
の
分
類
・
成
立
・
思
想
な
ど
に
関
す
る
主
要
点

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
『
禅
宗
相
伝
資
料
の
研
究
』
上
・
下
巻

（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
安
藤
嘉
則
氏
や

飯
塚
大
展
氏
の
研
究
に
よ
り
、
洞
済
を
問
わ
な
い
広
い
範
囲
の
抄
物
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
当
時
の
禅
僧
達
の
思
想
背
景
が
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
て
い
る
。

（
２
）�

十
五
世
紀
半
ば
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
了
庵
派
の
清
規
『
回
向
并



中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
受
容
（
龍
谷
）

二
九
五

式
法
』（
最
乗
寺
所
蔵
）
に
は
、「
二
月
一
日
、
諸
行
事
如
レ
常
。
自
二
朔
日
一

十
四
日
迄
、
遺
教
経
誦
ベ
シ
。
又
朝
参
在
」（
一
五
丁
表
）
や
「（
四
月
）

八
日
、
五
更
陀
羅
尼
行
事
如
レ
常
。
日
中
ナ
シ
。
朝
参
在
也
。」（
二
〇
丁

表
）
と
い
う
よ
う
に
朝
参
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
右
の
例
に
よ
れ
ば
、
旦

日
や
結
夏
と
い
っ
た
従
来
で
あ
れ
ば
上
堂
が
行
わ
れ
る
べ
き
日
に
朝
参
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『
回
向
并
式
法
』
の
翻
刻
・
考
察
に

つ
い
て
は
、
尾
崎
正
善
「
翻
刻
・
大
安
寺
蔵
『
回
向
并
式
法
』」（『
曹
洞
宗

宗
学
研
究
所
紀
要
』
九
号
〈
一
九
九
五
年
一
〇
月
〉
所
収
）・
同
「
大
安
寺

蔵
『
回
向
并
式
法
』
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
三
八
号
〈
一
九
九
六
年

三
月
〉
所
収
）
が
あ
る
。
ま
た
、『
回
向
并
式
法
』
と
代
語
文
献
に
み
え
る

諸
行
事
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
安
藤
氏
の
研
究
に
詳
し
い
（『
中
世
禅

宗
文
献
の
研
究
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
〉
一
八
七
～
一
九
一
頁
）。

（
３
）�

代
語
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
安
藤
氏
に
よ
る
「
中
世
曹
洞
宗
に

お
け
る
代
語
文
献
の
研
究
」（『
駒
沢
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
二
八
号
、

一
九
九
五
年
三
月
）
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
安

藤
氏
は
膨
大
な
代
語
関
係
史
料
を
収
集
・
解
析
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
禅

宗
文
献
史
上
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
筆
者
に
よ
る
無
極
の
語
録
と
代
語
集

に
関
す
る
考
察
は
、
こ
の
よ
う
な
安
藤
氏
の
研
究
成
果
に
浴
す
る
も
の
で

あ
る
。

（
４
）�

安
藤
嘉
則
『
中
世
禅
宗
文
献
の
研
究
』
四
一
頁
参
照
。

（
５
）�

安
藤
嘉
則
「
再
び
代
語
・
再
吟
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
四
五
号
、

二
〇
〇
三
年
三
月
）、
拙
稿
「
雙
林
寺
所
蔵
『
無
極
和
尚
小
参
下
語
』
に
つ

い
て
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
二
号
、
二
〇

一
一
年
六
月
）
参
照
。

（
６
）�『
無
極
和
尚
小
参
下
語
』
は
『
曹
洞
宗
文
化
財
目
録
解
題
集
』
六
関
東
管

区
編
（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
二
〇
〇
三
年
）
で
は
「
雙
林
寺
典
籍
（（（
〔
無
極

派
下
門
参
〕
一
冊
」（
四
六
二
頁
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）�

石
川
力
山
「
洞
門
抄
物
の
発
生
と
そ
の
性
格
」（『
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年

報
』
二
号
、
一
九
八
八
年
二
月
）�

八
八
～
八
九
頁
。

（
８
）�

石
川
力
山
「『
人
天
眼
目
抄
』
の
宗
教
」（『
宗
教
研
究
』
二
三
四
号
、
一

九
七
七
年
一
二
月
）
一
三
三
～
一
三
四
頁
。

（
９
）『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
一
」・『
続
曹
洞
全
書
』「
語
録
一
」
に
は
中
世
曹

洞
禅
僧
の
語
録
が
一
六
種
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
底
本
と
な
っ

て
い
る
写
本
・
刊
本
の
書
写
年
・
開
版
年
は
、
各
禅
僧
の
実
際
の
活
動
年

代
を
大
き
く
降
る
江
戸
期
の
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
正
慶
元
年
（
一
三
三

三
）
に
遷
化
し
た
義
雲
の
語
録
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
開
版
本
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
に
遷
化
し
た
月
泉
良
印
の

語
録
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
開
版
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
『
曹
洞
宗
全
書
』
の
底
本
に
限
っ
た
例
で
あ

り
、『
義
雲
録
』
や
『
無
極
録
』
の
よ
う
に
、
語
録
に
よ
っ
て
は
そ
れ
よ
り

以
前
の
諸
本
が
あ
る
場
合
も
存
す
る
の
で
一
概
に
全
て
の
信
憑
性
を
問
題

視
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
底
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
曹
洞
宗
全
書
』

「
索
引
解
題
」
一
六
五
～
一
七
六
頁
、
四
八
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
⓾
）�
拙
稿
「
無
極
慧
徹
の
語
録
と
代
語
集
―
雙
林
寺
所
蔵
「
無
極
大
和
尚
節



中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
受
容
（
龍
谷
）

二
九
六

之
御
参
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
二
二
号
、

二
〇
一
〇
年
一
二
月
）。

（
⓫
）�

面
山
瑞
方
に
よ
る
代
語
禅
批
判
に
つ
い
て
は
、
既
に
佐
橋
法
龍
氏
や
安

藤
嘉
則
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
安
藤
嘉
則
『
中
世
禅
宗
文
献
の

研
究
』
一
九
〇
～
一
九
一
頁
、
佐
橋
法
龍
『
長
国
閑
話
』〈
春
秋
社
、
一
九

八
三
年
〉
一
四
八
～
一
四
九
頁
）。

（
⓬
）�

無
極
の
語
録
と
代
語
集
の
例
の
他
に
も
、
韶
碩
撰
と
さ
れ
る
『
山
雲
海

月
』
に
関
す
る
真
偽
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
田
島
柏
堂
氏
は
、
峨
山
の
仮

名
法
語
な
ど
を
包
括
し
た
思
想
面
と
書
誌
の
考
察
に
よ
り
、『
山
雲
海
月
』

の
韶
碩
真
撰
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
（
田
島
柏
堂
「
峨
山
韶
碩
禅
師
の

『
山
雲
海
月
』
に
つ
い
て
」〈『
宗
学
研
究
』
九
号
、
一
九
六
七
年
三
月
〉）。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
、
佐
賀
県
円
応
寺
に
『
山
雲
海
月
』
の
文
明
十
一

年
（
一
四
七
九
）
六
月
に
書
写
さ
れ
た
古
写
本
『
山
雲
海
月
図
』
が
発
見

さ
れ
、
見
解
が
再
び
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
石
川
氏
や
飯
塚
氏
に
よ

る
古
写
本
の
研
究
に
よ
っ
て
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
刊
の
『
山
雲
海

月
』
に
は
含
ま
れ
な
い
本
参
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ

の
結
果
、
飯
塚
氏
は
こ
の
真
偽
問
題
に
関
し
て
「
私
は
、『
山
雲
海
月
』
を

仮
に
峨
山
派
下
の
相
伝
の
書
と
し
て
位
置
づ
け
、
現
時
点
に
お
い
て
は
真

撰
で
あ
る
か
偽
撰
で
あ
る
か
の
判
断
は
留
保
し
て
お
き
た
い
」（「
中
世
曹

洞
宗
に
お
け
る
本
参
研
究
序
説
（
三
）
―
峨
山
関
連
抄
物
と
円
応
寺
所
蔵

門
参
に
つ
い
て
―
」〈『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
三
〇
号
、
一
九
九
九

年
一
〇
月
〉
一
七
六
頁
）
と
し
、
真
偽
問
題
が
再
び
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
。

（
⓭
）�「
師
患
下
学
者
為
二
文
句
義
解
一
所
レ
遮
不
上レ
能
レ
見
レ
道
。一
切
禁
二
絶
文
字
一。

五
日
一
回
捜
レ
堂
。
凡
見
二
文
字
一
即
時
焼
却
。
僧
堂
前
開
二
活
埋
竅
一
。
毎
レ

有
二
新
到
一
試
二
其
所
参
一。
不
レ
契
者
輒
撞
二
入
之
一。
由
レ
是
喪
レ
身
為
レ
法
者

聚
焉
。」（『
洞
上
聯
燈
録
』
巻
二
〈『
曹
洞
宗
全
書
』「
史
伝
上
」
二
五
九
～

二
六
〇
頁
〉）

（
⓮
）�『
通
幻
録
』
の
内
容
に
焦
点
を
当
て
た
主
な
研
究
成
果
と
し
て
は
、
中
嶋

仁
道
『
禅
籍
看
読
の
要
領
』（
山
喜
房
、
一
九
八
〇
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
⓯
）�

龍
本
で
は
龍
４
（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
一
」
七
〇
頁
）、
永
本
で
は
永

（（
（『
禅
学
大
系
』「
祖
録
部
五
」
一
九
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
如
浄

録
』
の
出
典
は
巻
二
「
謝
造
橋
上
堂
」（『
大
正
蔵
』
四
八
巻
一
二
二
頁
中
）

で
あ
る
が
、
寂
霊
は
自
己
の
橋
供
養
に
際
し
て
如
浄
の
橋
供
養
上
堂
を
意

識
的
に
参
照
し
た
と
言
え
る
。

（
⓰
）�

講
戒
は
龍
本
に
の
み
収
録
さ
れ
る
説
示
で
あ
る
（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語

録
一
」
九
〇
頁
）。

（
⓱
）�

韶
碩
の
遷
化
年
に
つ
い
て
は
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
と
貞
治
五
年

（
一
三
六
六
）
の
二
説
が
あ
り
、
月
日
に
つ
い
て
は
小
春
（
一
〇
月
）
二
〇

日
と
す
る
説
（「
諸
嶽
二
代
峨
山
和
尚
行
実
」）
と
一
〇
月
二
一
日
と
す
る

説
（「
總
持
第
二
世
峨
山
和
尚
行
状
」）
が
存
す
る
。
こ
こ
で
は
龍
本
の

「
二
五
年
忌
陞
座
」
に
記
載
さ
れ
る
「
対
レ
他
道
、
今
日
二
十
日
。
出
世
後

如
何
。
明
日
二
十
一
日
（『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
一
」
八
八
頁
）
に
従
っ

て
、
本
上
堂
が
一
〇
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。」
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（
⓲
）�

池
田
魯
参
『
宝
慶
記
―
道
元
の
入
宋
求
法
ノ
ー
ト
―
』（
大
東
出
版
社
、

一
九
八
九
年
）
二
一
一
頁
参
照
。

（
⓳
）�「
一
日
聞
三
山
挙
身
心
脱
落
話
一。
忽
然
大
悟
云
、
我
会
也
。
山
云
、
汝
作

麼
生
会
。
師
云
、
和
尚
莫
レ
瞞
レ
人
好
。
山
云
、
身
心
脱
落
時
如
何
。
師
云
、
倒

騎
二
仏
殿
一
出
二
山
門
。
山
云
、
莫
乱
走
。
師
云
、
羅
籠
不
レ
住
。
呼
喚
不
一レ

回
。
払
袖
便
去
。
山
微
笑
。」（『
曹
洞
宗
全
書
』「
史
伝
上
」
四
六
～
四
七

頁
）。

（
⓴
）�

た
だ
し
、
こ
の
解
釈
に
は
一
つ
の
問
題
が
存
す
る
。
そ
れ
は
寂
霊
の
生

誕
地
の
問
題
で
あ
る
。
寂
霊
の
生
誕
地
に
は
異
説
が
あ
り
、
近
世
期
よ
り

主
と
し
て
豊
後
武
蔵
郷
生
誕
説
と
京
都
生
誕
説
の
二
説
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
現
在
で
は
前
者
の
説
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
が
、
寂
霊
が
天
台
山
に

学
ん
だ
と
す
る
の
は
後
者
の
京
都
生
誕
説
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
り
、
寂

霊
が
比
叡
山
に
学
ん
だ
か
疑
問
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
豊
後
生
誕
説
に
も

疑
問
点
が
無
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
寂
霊
が
比
叡
山
に
参
学
し
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
天
台
学
の
素
養
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
を
否
定
で
き
る

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
寂
霊
の
生
誕
地
に
関
す
る
考
察
は
、

中
島
仁
道
『
通
幻
和
尚
の
考
察
』（
山
喜
房
、
一
九
七
七
年
）・
山
端
昭
道

『
通
幻
禅
師
物
語
―
総
持
寺
中
興
の
祖
―
』（
永
沢
寺
刊
、
一
九
九
〇
年
）

な
ど
に
詳
し
い
。

（
㉑
）�

石
井
修
道
「
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
の
『
宏
智
録
』
十
冊
に
つ
い
て
―
宏
智

録
の
日
本
へ
の
受
容
に
関
連
し
て
―
」（『
宗
教
研
究
』
五
一
巻
三
号
、
一

九
七
七
年
一
二
月
）
一
二
八
～
一
二
九
頁
。

（
㉒
）�

各
傍
線
部
の
出
典
は
、
Ⅴ
＝
『
如
浄
録
』
巻
一
（『
大
正
蔵
』
四
八
巻
一

二
五
頁
中
）、
Ⅵ
＝
『
宏
智
録
』
巻
一
（
五
一
頁
）、
傍
線
Ⅶ
＝
『
宏
智
録
』

巻
二
（
一
三
二
頁
）、
Ⅷ
＝
『
宏
智
録
』
巻
五
（
三
六
七
頁
）
で
あ
る
。

（
㉓
）�「
無
極
下
語
」
の
考
察
と
全
文
翻
刻
は
拙
稿
「
無
極
慧
徹
と
『
天
童
小
参

録
』
―
雙
林
寺
所
蔵
「
小
参
無
極
和
尚
下
語
」
翻
刻
―
」（『
曹
洞
宗
研
究

員
紀
要
』
四
三
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
を
、『
了
庵
代
』
に
お
け
る
『
宏

智
録
』
巻
一
「
小
参
」
の
提
唱
記
録
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
了
庵
慧
明
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
提
唱
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
三
号
、
二
〇
一
二
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ

た
い
。

（
㉔
）�

石
井
修
道
氏
は
道
元
と
正
覚
の
思
想
的
相
違
に
つ
い
て
「
道
元
は
自
己

の
禅
を
一
度
た
り
と
も
黙
照
禅
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
。
筆
者
は
む
し
ろ

道
元
が
黙
照
禅
の
継
承
者
で
な
く
、
そ
の
葛
藤
・
超
克
の
上
で
道
元
禅
を

成
立
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
。
か
と
い
っ
て
道
元
禅
が
看
話
禅
と
類
似
す

る
こ
と
は
な
い
が
、
修
証
観
が
全
く
異
な
る
看
話
禅
と
道
元
禅
が
相
違
す

る
の
は
自
明
の
理
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
老
荘
思
想
を
払
拭
で
き
な
い
黙
照

禅
と
は
道
元
禅
が
全
面
的
に
は
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
に
道
元
禅
の
特
色
を

認
め
る
も
の
で
あ
る
」（『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』〈
大
東
出
版
社
、
一
九
八

七
年
〉
三
七
七
頁
）
と
考
察
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
道
元
と
正
覚
の
「
坐

禅
箴
」
の
比
較
論
な
ど
で
問
題
に
な
る
よ
う
に
、
道
元
禅
は
宏
智
禅
を

「
超
克
」
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
継
承
」
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
異
論
が
存
す
る
。
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（
㉕
）�
石
川
力
山
「『
義
雲
録
』
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
引
用
の
意
義
」（『
駒
澤

大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
三
五
号
、
一
九
七
七
年
三
月
）、
新
井
勝
龍

「
伝
光
録
に
お
け
る
曹
洞
禅
と
臨
済
禅
」（『
宗
学
研
究
』
二
三
号
、
一
九
八

一
年
三
月
）
な
ど
参
照
。
石
井
修
道
氏
は
「『
宏
智
録
』
は
道
元
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
が
、
そ
れ
以
後
、
時
に
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
が
対
立
し
て
、

曹
洞
宗
が
自
覚
さ
れ
た
時
に
、
中
国
曹
洞
宗
の
宏
智
禅
が
再
評
価
さ
れ
、

五
位
思
想
研
究
の
重
要
な
語
録
と
な
っ
た
」（「
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
の
『
宏

智
録
』
十
冊
に
つ
い
て
」
一
二
九
頁
）
と
言
及
し
て
い
る
。

【
資
料
編
】『
通
幻
録
』
二
写
本
　
対
照
一
覧
表

　

凡
例

一
、
本
一
覧
表
は
、
永
沢
寺
所
蔵
『
通
幻
大
師
三
山
語
録
』
と
龍
泉
寺
所
蔵

『
通
幻
禅
師
語
録
』
の
各
本
の
う
ち
、
總
持
寺
（
延
徳
二
年
以
降
）、
總
持
寺

（
嘉
慶
二
年
以
降
）、
龍
泉
寺
、
永
沢
寺
に
お
け
る
各
説
示
内
容
を
一
覧
と
し

対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、�

項
目
①
は
永
沢
寺
所
蔵
本
の
掲
載
順
を
、
項
目
⑤
は
龍
泉
寺
所
蔵
本
の
掲

載
順
を
示
す
。
永
本
は
永
沢
寺
所
蔵
本
、
龍
本
は
龍
泉
寺
所
蔵
本
を
示
す
。

「
總
Ⅰ
１
」・「
龍
３
」
等
の
表
記
は
、「
總
持
寺
語
録
に
お
け
る
第
１
番
目
の

説
示
」・「
龍
泉
寺
語
録
に
お
け
る
第
３
番
目
の
説
示
」
と
い
う
こ
と
を
示
す

略
号
で
あ
る
（
總
Ⅰ
は
延
徳
二
年
の
再
住
時
の
説
示
、
總
Ⅱ
は
嘉
慶
二
年
の

三
住
時
の
説
示
）。

一
、�

項
目
②
は
、
永
沢
寺
所
蔵
本
の
所
載
と
一
致
す
る
説
示
が
龍
泉
寺
所
蔵
本

に
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
、
存
在
す
る
場
合
は
○
を
、
存
在
し

な
い
場
合
は
×
を
付
し
た
。
ま
た
、
項
目
⑥
の
永
本
対
照
と
は
、
龍
泉
寺
所

蔵
本
の
各
説
示
に
該
当
す
る
永
沢
寺
所
蔵
本
の
説
示
番
号
を
対
照
し
て
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
項
目
⑥
の
○
表
記
は
、
本
一
覧
表
で
対
象
と
し
た
部
分
以

外
に
対
応
す
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
。

一
、�

項
目
③
・
⑦
の
説
示
内
容
に
つ
い
て
、
内
容
の
判
別
に
資
す
た
め
に
（　

）

に
各
説
示
の
冒
頭
部
分
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
拈
香
法
語
や
仏
事
法
語
等
の

場
合
、
上
堂
・
小
参
と
い
っ
た
提
唱
語
と
区
別
す
る
た
め
に<　

>

を
付
し
た
。

一
、�

項
目
④
・
⑧
の
説
示
年
月
日
に
つ
い
て
、
各
説
示
の
年
代
が
判
明
す
る
場

合
の
み
記
し
、
推
察
で
き
る
場
合
は
（　

）
で
示
し
、
実
際
の
禅
僧
の
行
状

や
生
没
年
等
と
の
整
合
が
取
れ
な
い
場
合
は
？
で
表
記
し
た
。
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①
永
本

②

③
永
本
説
示
内
容

④
説
示
年
月
日

⑤
龍
本

⑥
永
本
対
照

⑦
龍
本
説
示
内
容

⑧
説
示
年
月
日

１

總
Ⅰ
１

○
永
徳
壬
戌
二
年
八
月
二
十
三
日
（
開
堂
）

一
三
八
二
年
八
月
二
三
日

總
Ⅰ
１

總
Ⅰ
１

永
徳
二
年
壬
戌
八
月
二
十
三
日
（
開
堂
）

一
三
八
二
年
八
月
二
三
日

２

總
Ⅰ
２

○
荐
先
師
峨
山
老
和
尚
上
堂

一
〇
月
二
〇
日

總
Ⅰ
２

總
Ⅰ
２

光
穏
無
等
和
尚
大
祥
忌
陞
座

３

總
Ⅰ
３

○
臘
八
上
堂
（
見
色
明
心
～
）

一
二
月
八
日

永
１

永
１

（
永
沢
寺
開
堂
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
七
〇
年
八
月
一
日

４

總
Ⅰ
４

○
荐
光
穏
無
等
禅
師
上
堂

永
２

永
３

祥
園
開
山
無
端
和
尚
七
年
忌
陞
座

一
三
九
三
年
二
月
二
四
日
？

５

總
Ⅰ
５

○
仏
涅
槃
日
上
堂
（
雨
洗
風
磨
～
）

二
月
一
五
日

龍
１

龍
１

（
龍
泉
寺
開
堂
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
八
六
年

６

總
Ⅰ
６

○
仏
生
日
上
堂
（
覚
体
円
明
～
）

四
月
八
日

龍
２

永
４

為
良
超
法
印
陞
座

７

總
Ⅰ
７

○
結
夏
上
堂
（
田
地
虚
曠
～
）

四
月
一
五
日

龍
３

永
（（

越
前
州
金
津
橋
供
養

８

總
Ⅰ
８

○
上
堂
（
五
五
二
十
五
～
）

（
五
月
五
日
）

龍
４

永
（（

加
賀
国
能
美
郡
安
宅
村
太
原
山
聖
興
寺
門
前
橋
供
養

９

總
Ⅰ
９

○
上
堂
（
風
光
溢
眼
～
）

龍
５

○

<

康
暦
改
元
年
己
巳
八
月
二
十
八
日
供
養
薬
師
十
二
神>

一
三
七
九
年
八
月
二
八
日

（0

總
Ⅰ
（0

○
上
堂
（
想
澄
成
国
土
～
）

龍
６

○

<

地
蔵
点
眼>

（（

總
Ⅰ
（（

○
上
堂
（
応
時
不
触
物
～
）

龍
７

永
９

<

仏
涅
槃
拈
香>

（
四
十
九
年
血
滴
滴
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
上
堂
（
華
愛
惜
散
～
）

龍
８

總
Ⅰ
３

<

仏
成
道
拈
香>

（
一
翳
落
眼
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

×
上
堂
（
十
方
世
界
自
己
光
明
～
）

龍
９

<

仏
成
道
拈
香>

（
冷
坐
六
年
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
上
堂
（
十
五
日
已
前
白
漫
漫
～
）

龍
（0

總
Ⅰ
５

<

仏
涅
槃
拈
香>

（
荘
厳
聖
化
宗
祐
繁
昌
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
上
堂
（
昨
夜
文
殊
普
賢
～
）

龍
（（

總
Ⅱ
９

<

仏
誕
生
拈
香>

（
雨
洗
雨
風
磨
風
水
緑
花
紅
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
上
堂
（
位
裏
転
側
～
）

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

仏
成
道
拈
香>

（
冷
坐
六
年
瞎
睡
堆
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
上
堂
（
門
裏
出
身
～
）

龍
（（

<

仏
涅
槃
拈
香>

（
四
枯
四
栄
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
解
夏
上
堂
（
無
功
妙
旨
～
）

七
月
一
五
日

龍
（（

<

韋
駄
天
安
座
拈
香>

（（

總
Ⅰ
（（

○
上
堂
（
釈
迦
前
不
出
世
～
）

龍
（（

<

仏
誕
生
拈
香>

（
大
月
三
十
日
小
月
二
十
九
～
）

（0

總
Ⅰ
（0

○
荐
広
慧
良
性
二
上
座
上
堂

龍
（（

總
Ⅱ
３

<

仏
成
道
拈
香>

（
一
人
伝
虚
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
開
山
仏
慈
禅
師
忌
辰
上
堂

八
月
一
五
日

龍
（（

總
Ⅰ
（（

<

達
磨
忌
拈
香>

（
寒
巌
松
柏
千
年
別
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
上
堂
（
意
馬
呑
尽
九
山
八
海
～
）

龍
（（

<

達
磨
忌
拈
香>

（
南
瞻
浮
州
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
〈
初
祖
円
覚
大
師
拈
香
〉

一
〇
月
五
日

龍
（（

<

峨
山
和
尚
忌
拈
香>

（
青
松
万
年
操
～
）

（（

總
Ⅰ
（（

○
荐
定
法
上
座
上
堂

（
一
一
月
）

龍
（0

<

祥
園
無
端
和
尚
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
１

○
嘉
慶
戊
辰
二
年
十
一
月
二
十
七
日
（
開
堂
）
一
三
八
八
年
一
一
月
二
七
日

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

無
等
和
尚
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
２

○
臘
月
望
上
堂
（
南
閻
浮
州
）

一
二
月
一
五
日

龍
（（

<

同
入
祖
堂>

（（

總
Ⅱ
３

○
臘
八
上
堂
（
一
人
伝
虚
～
）

一
二
月
八
日

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

雲
樹
開
山
三
光
国
師
二
十
五
年
忌
拈
香>

一
三
八
五
年
五
月
二
四
日

（（

總
Ⅱ
４

×
除
夕
小
参
（
三
百
六
十
今
日
尽
～
）

一
二
月
三
〇
日

龍
（（

總
Ⅱ
８

<

太
嶽
山
祥
園
開
山
忌
拈
香>

二
月
二
四
日

（（

總
Ⅱ
５

○
歳
朝
上
堂
（
新
年
与
旧
年
～
）

（
一
三
八
九
年
）
一
月
一
日

龍
（（

龍
３

<

大
山
十
三
回
忌
拈
香>

（0

總
Ⅱ
６

○
元
霄
上
堂
（
竪
窮
三
際
～
）

一
月
一
五
日

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

大
方
勲
和
尚
入
牌>

（（

總
Ⅱ
７

○
仏
涅
槃
上
堂
（
天
蒼
蒼
地
皇
皇
～
）

二
月
一
五
日

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

峨
山
和
尚
十
三
回
忌
拈
香>

一
三
七
八
年
一
〇
月
二
〇
日

（（

總
Ⅱ
８

○
荐
太
嶽
無
端
禅
師
上
堂

二
月
二
四
日

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<
大
山
和
尚
七
年
忌
拈
香>



中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
受
容
（
龍
谷
）

三
〇
〇

（（

總
Ⅱ
９

○
仏
生
日
上
堂
（
雨
洗
風
磨
水
緑
花
紅
～
）

四
月
八
日

龍
（（

總
Ⅱ
（0

<

竺
源
西
和
尚
入
牌>

（（

總
Ⅱ
（0

○
結
夏
上
堂
（
劫
前
機
肘
後
符
～
）

四
月
一
五
日

龍
（0

<

長
徳
貞
崇
信
庵
主
十
三
回
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
上
堂
（
霖
霪
旬
雨
～
）

龍
（（

○

<

峨
山
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
上
堂
（
芥
納
須
弥
～
）

龍
（（

永
（0

<

洞
谷
開
山
忌
拈
香>

（
雨
洗
風
磨
万
古
風
流
～
）

九
月
二
九
日

（（

總
Ⅱ
（（

○
荐
三
光
国
済
国
師
上
堂

（
一
三
八
五
年
？
）
五
月
二
四
日

龍
（（

○

<

円
空
禅
尼
逆
修
入
牌>

（（

總
Ⅱ
（（

○
上
堂
（
空
劫
真
宗
～
）

龍
（（

永
（（

<

月
叟
義
印
上
座
七
周
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
上
堂
（
今
朝
半
夏
野
老
憇
牛
～
）

六
月
一
日

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

無
際
七
年
忌
拈
香>

一
三
八
七
年
四
月
二
一
日

（0

總
Ⅱ
（（

○
上
堂
（
捉
住
乾
坤
～
）

龍
（（

總
Ⅰ
（（

<

洞
谷
開
山
忌
拈
香>

（
海
岸
沈
水
檀
林
馨
香
～
）

八
月
一
五
日

（（

總
Ⅱ
（（

○
上
堂
（
十
五
日
以
前
～
）

龍
（（

龍
９

<

幻
翁
寿
蔵
司
入
牌>

（（

總
Ⅱ
（（

○
上
堂
（
眼
中
物
物
中
眼
。
門
門
廓
脱
～
）

龍
（（

<

妙
善
禅
尼
十
三
回
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
上
堂
（
当
位
即
妙
～
）

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

峨
山
忌
拈
香>

（
玉
楼
金
殿
万
年
峯
～
）

一
〇
月
二
〇
日

（（

總
Ⅱ
（0

○
解
夏
上
堂
（
不
求
諸
聖
～
）

七
月
一
五
日

龍
（0

總
Ⅱ
（（

<

真
正
禅
門
小
祥
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
小
参
（
第
一
義
諦
諸
仏
心
源
～
）

（
七
月
一
五
日
）

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

正
祐
禅
尼
三
十
五
日
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
荐
自
得
無
際
証
禅
師
上
堂

（
一
三
八
七
年
？
）
四
月
二
一
日

龍
（（

永
６

<

明
慶
知
客
小
祥
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
峨
山
老
和
尚
忌
辰
上
堂

一
〇
月
二
〇
日

龍
（（

永
８

<

竹
庵
貞
禅
師
三
十
三
年
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
小
参
（
平
等
性
智
非
古
来
今
～
）

龍
（（

總
Ⅱ
（0

<

仏
泉
開
山
了
庵
和
尚
忌
拈
香>　

（（

總
Ⅱ
（（

○
小
参
（
此
事
如
空
合
空
～
）

龍
（（

龍
６

<

古
心
是
甘
大
徳
大
祥
忌
拈
香>

（0

總
Ⅱ
（（

○
荐
正
祐
上
座
小
参

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

見
扶
禅
尼
小
祥
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○
臘
八
小
参
（
冷
坐
六
年
瞎
睡
堆
～
）

一
二
月
八
日

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

円
道
禅
門
三
十
三
年
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

無
等
禅
師
忌
辰
拈
香>

龍
（（

龍
４

<

峨
山
和
尚
忌
待
夜
拈
香>

一
〇
月
一
九
日

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

聖
興
二
世
大
山
如
元
禅
師
七
回
忌
拈
香>

（
一
二
月
三
〇
日
）

龍
（（

龍
５

<

当
日
拈
香>

一
〇
月
二
〇
日

（（

總
Ⅱ
（0

○

<

仏
泉
開
山
了
庵
和
尚
忌
辰
拈
香>

龍
（0

總
Ⅱ
（（

<

良
一
禅
門
一
周
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

聖
珠
上
座
忌
辰
拈
香>

龍
（（

○

<

道
意
禅
門
塔
并
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

覚
心
尼
忌
辰
拈
香>
龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

智
用
大
徳
逆
修
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

円
道
上
座
忌
辰
拈
香>
龍
（（

<

覚
心
禅
尼
十
七
年
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

良
一
禅
門
忌
辰
拈
香>

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

聖
珠
禅
尼
十
三
回
忌
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

見
扶
尼
小
祥
忌
拈
香>

龍
（（

總
Ⅰ
（0

<

広
恵
禅
門
良
性
禅
門
拈
香>

（0

總
Ⅱ
（（

○

<

為
妙
善
尼
拈
香>

龍
（（

總
Ⅱ
（（

<

明
恵
大
師
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

真
正
尼
忌
辰
拈
香>

龍
（（

○
<

長
谷
信
蓮
神
位
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

智
用
大
徳
逆
修
頓
写
経
王
請
拈
香>

龍
（（

<

峨
山
忌
拈
香>

（
咄
咄
。
古
人
未
了
香
～
）

一
〇
月
二
〇
日

（（

總
Ⅱ
（（

○

<

為
大
方
禅
師
入
牌>

龍
（（

龍
８

<
如
還
禅
尼
卒
哭
拈
香>

（（

總
Ⅱ
（0

○

<

為
竺
源
禅
師
入
牌>

龍
（0

○

<
秀
泉
庵
主
入
牌>

（（

總
Ⅱ
（（

○
退
院
上
堂
（
達
磨
眼
睛
～
）

一
三
九
〇
年
一
〇
月
二
一
日

龍
（（

○

<

道
順
庵
主
逆
修>



中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
受
容
（
龍
谷
）

三
〇
一

（（

永
１

○
応
安
庚
戌
三
年
八
月
朔
（
永
沢
寺
開
堂
）

一
三
七
〇
年
八
月
一
日

龍
（（

<

道
玄
禅
門
入
牌>

（（

永
２

○
上
堂
（
天
水
混
時
秋
一
色
～
）

龍
（（

○

<

妙
円
禅
尼
入
牌>

（（

永
３

○
祥
園
開
山
無
端
和
尚
七
周
忌
諸
徒
請
上
堂

（
一
三
九
三
年
二
月
二
四
日
？
）

龍
（（

○

<

了
照
禅
尼
小
祥
忌
拈
香>

（（

永
４

○
江
州
某
氏
為
良
超
法
印
請
師
乞
陞
座

龍
（（

<

是
欽
禅
門
入
牌>

（0

永
５

×
上
堂
（
諸
仏
密
旨
祖
師
大
機
～
）

龍
（（

○

<

妙
観
禅
尼
入
牌>

（（

永
６

○
荐
明
慶
知
客
上
堂

龍
（（

○

<

妙
性
禅
門
妙
端
禅
尼
入
牌>

（（

永
７

○
荐
従
原
侍
者
頓
写
妙
典
上
堂

（
一
一
月
）

龍
（（

<

総
持
開
山
忌
拈
香>

（（

永
８

○
竹
庵
貞
禅
師
三
十
三
周
忌
上
堂

龍
（（

○

<

恵
忍
禅
尼
入
牌>

（（

永
９

○
仏
涅
槃
会
上
堂
（
四
十
九
年
血
滴
滴
～
）

二
月
一
五
日

龍
（0

龍
２

<

正
法
寺
入
牌>

（（

永
（0

○
上
堂
（
現
成
公
案
大
難
大
難
～
）

龍
（（

總
Ⅰ
（（

<

定
法
禅
門
七
年
忌
拈
香>

（（

永
（（

○
仏
生
日
上
堂
（
幽
鳥
喃
喃
～
）

四
月
八
日

龍
（（

永
７

<

従
原
侍
者
年
忌
頓
写
妙
典>

（（

永
（（

○
結
夏
小
参
（
恁
麼
時
恁
麼
処
～
）

四
月
一
五
日

龍
（（

<

真
良
禅
門
忌
日
拈
香>

（（

永
（（

○
当
日
上
堂
（
一
塵
具
無
量
刹
土
～
）

四
月
一
五
日

總
Ⅱ
１
總
Ⅱ
１
・
永
（（
嘉
慶
二
年
戊
辰
十
一
月
二
十
七
日
進
山
（
開
堂
）

一
三
八
八
年
一
一
月
二
七
日

（（

永
（（

○
荐
月
叟
義
印
上
座
上
堂

總
Ⅱ
２

總
Ⅱ
（（

小
参
（
第
一
義
諦
諸
仏
心
源
～
）

一
三
八
八
年
一
一
月
二
七
日

（0

永
（（

○
五
月
旦
上
堂
（
青
天
怒
雷
～
）

五
月
一
日

總
Ⅱ
３

臘
八
上
堂
（
臘
月
初
八
白
雪
漫
漫
～
）

一
二
月
八
日

（（

永
（（

○
端
午
上
堂
（
今
朝
重
午
天
中
節
～
）

五
月
五
日

總
Ⅱ
４

總
Ⅱ
２

臘
月
望
上
堂
（
南
閻
浮
州
～
）

一
二
月
一
五
日

（（

永
（（

○
上
堂
（
天
雨
朦
朧
～
）

總
Ⅱ
５

除
夜
小
参
（
芭
蕉
曰
。
汝
有
拄
杖
子
～
）

一
二
月
三
〇
日

（（

永
（（

○
上
堂
（
一
翳
落
眼
空
華
乱
墜
～
）

總
Ⅱ
６

總
Ⅱ
５

大
簇
月
旦
上
堂
（
新
歳
年
和
～
）

一
月
一
日

（（

永
（（

○
上
堂
（
黄
面
老
子
六
年
間
坐
～
）

總
Ⅱ
７

總
Ⅱ
６

元
霄
上
堂
（
竪
窮
三
際
～
）

一
月
一
五
日

（（

永
（0

○
仏
慈
禅
師
忌
辰
上
堂

八
月
一
五
日

總
Ⅱ
８

上
堂
（
新
年
頭
還
有
仏
法
否
～
）

（
一
月
一
日
）

（（

永
（（

○
上
堂
（
劫
前
機
肘
後
印
～
）

總
Ⅱ
９

總
Ⅱ
７

仏
涅
槃
上
堂
（
天
蒼
蒼
地
皇
皇
～
）

二
月
一
五
日

（（

永
（（

○
上
堂
（
五
五
二
十
五
～
）

總
Ⅱ
（0

總
Ⅰ
６

仏
誕
生
上
堂
（
覚
体
円
満
～
）

四
月
八
日

（（

永
（（

○
上
堂
（
芥
子
納
須
弥
易
～
）

總
Ⅱ
（（

永
（（

結
夏
小
参
（
恁
麼
処
是
儞
諸
兄
弟
～
）

四
月
一
五
日

（（

永
（（

○
橋
供
養
上
堂
（
賀
州
能
美
郡
安
宅
邑
）

總
Ⅱ
（（
總
Ⅱ
（0
・
永
（（
同
上
堂
（
劫
前
機
肘
後
印
～
）

四
月
一
五
日

（0

永
（（

○
上
堂
（
仏
祖
同
根
～
）

總
Ⅱ
（（
總
Ⅰ
８
・
永
（（
上
堂
（
五
五
二
十
五
～
）

（（

永
（（

○
上
堂
（
頂
門
眼
～
）

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
９

上
堂
（
風
光
溢
眼
～
）

（（

永
（（

○
荐
宝
真
禅
師
上
堂

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
９

端
午
上
堂
（
古
徳
曰
。
以
三
世
諸
仏
為
頭
～
）

五
月
五
日

（（

永
（（

○
荐
自
宗
監
院
上
堂

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
（0

上
堂
（
想
澄
成
国
土
～
）

（（

龍
１

○
至
徳
丙
寅
三
年
（
龍
泉
寺
開
堂
）

一
三
八
六
年

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
画
不
成
空
劫
真
宗
～
）

（（

龍
２

○
荐
正
法
月
泉
良
印
和
尚
上
堂

七
月
二
三
日（
一
説
二
月
二
四
日
）
總
Ⅱ
（（

永
（（

上
堂
（
黄
面
老
子
六
年
閑
坐
～
）

（（

龍
３

○
大
山
元
公
禅
師
忌
斎
上
堂

總
Ⅱ
（（

永
２

上
堂
（
天
水
混
時
～
）

（（

龍
４

○
総
持
先
師
峨
山
老
和
尚
忌
辰
上
堂

一
〇
月
二
〇
日

總
Ⅱ
（0

總
Ⅰ
（（

半
夏
上
堂
（
花
愛
惜
散
～
）

六
月
一
日

（（

龍
５

○
上
堂
（
凌
雲
松
柏
万
年
枝
～
）

一
〇
月
二
一
日

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
（（

上
堂
（
応
時
不
触
～
）



中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
『
宏
智
録
』
の
受
容
（
龍
谷
）

三
〇
二

（（

龍
６

○
荐
古
心
是
耳
大
徳
小
参

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
記
得
。
龐
居
士
曰
。
十
方
～
）

（00

龍
７

×
小
参
（
金
生
麗
水
～
）

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
（（

上
堂
（
十
五
日
已
前
白
漫
漫
～
）

（0（

龍
８

○
荐
如
還
尼
小
参

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
（（

上
堂
（
昨
夜
文
殊
普
賢
～
）

（0（

龍
９

○
荐
幻
翁
蔵
司
小
参

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
挙
。
古
徳
曰
。
呑
尽
三
世
諸
仏
底
人
～
）

（0（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
（（

上
堂
（
位
裏
転
側
～
）

（0（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
（（

上
堂
（
門
裏
出
身
～
）

（0（

總
Ⅱ
（（

解
夏
小
参
（
古
帆
不
掛
～
）

七
月
一
五
日

（0（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
（（

同
上
堂
（
無
功
妙
旨
～
）

（0（

總
Ⅱ
（0

總
Ⅰ
（（

上
堂
（
釋
迦
前
不
出
世
～
）

（0（

總
Ⅱ
（（

永
（（

仏
誕
生
上
堂
（
天
蒼
蒼
日
杲
杲
～
）

四
月
八
日

（0（

總
Ⅱ
（（

永
（（

結
夏
小
参
（
一
塵
具
無
量
刹
土
～
）

四
月
一
五
日

（（0

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
７

上
堂
（
田
地
虚
広
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
挙
。
文
殊
問
無
著
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

永
（（

上
堂
（
天
雨
朦
朧
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

永
（（

五
月
旦
上
堂
（
青
天
怒
雷
～
）

五
月
一
日

（（（

總
Ⅱ
（（

永
（（

端
午
上
堂
（
今
朝
端
午
節
～
）

五
月
五
日

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
（（

上
堂
（
即
心
即
仏
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
霖
霪
旬
雨
～
）

（（（

總
Ⅱ
（0

上
堂
（
古
徳
曰
。
人
無
心
合
道
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（
總
Ⅱ
（（
・
永
（（
上
堂
（
芥
子
納
須
弥
易
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅱ
（（

半
夏
上
堂
（
今
朝
半
夏
～
）

六
月
一
日

（（0

總
Ⅱ
（（

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
空
劫
真
宗
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
提
住
乾
坤
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
十
五
日
已
前
心
月
孤
円
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
眼
中
物
物
中
眼
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅱ
（（

上
堂
（
当
位
即
妙
不
改
本
位
～
）

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅱ
（0

解
夏
上
堂
（
不
求
諸
聖
～
）

七
月
一
五
日

（（（

總
Ⅱ
（（

總
Ⅰ
２

峨
山
和
尚
廿
五
年
忌
陞
座

一
三
九
〇
年
一
〇
月
二
〇
日

（（（

總
Ⅱ
（0

總
Ⅱ
（（

退
院
上
堂

一
三
九
〇
年
一
〇
月
二
一
日


